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○議事日程 

   日程 第 １ 会議録署名議員の指名について（議長提出） 

   日程 第 ２ 会期の決定について（議長提出） 

   日程 第 ３ 報告第 １号 一般財団法人那須烏山市農業公社の経営状況説明書の提 

                 出について（市長提出） 

   日程 第 ４ 報告第 ２号 平成２８年度健全化判断比率及び資金不足比率について 

                 （市長提出） 

   日程 第 ５ 議案第１２号 那須烏山市教育委員会委員の任命同意について（市長提 

                 出） 
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   日程 第 ７ 選挙第 １号 那須烏山市選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙につ 

                 いて（議長提出） 

   日程 第 ８ 発議第 １号 那須烏山市議会会議規則の一部改正について（委員長提 

                 出） 

   日程 第 ９ 議案第 ７号 那須烏山市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委 

                 員の定数に関する条例の制定について（市長提出） 

   日程 第１０ 議案第１０号 那須烏山市非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償に関 

                 する条例の一部改正について（市長提出） 
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   日程 第１３ 議案第１１号 那須烏山市営住宅設置及び管理条例の一部改正について 

                 （市長提出） 

   日程 第１４ 議案第 １号 平成２９年度那須烏山市一般会計補正予算（第２号）に 

                 ついて（市長提出） 

   日程 第１５ 議案第 ２号 平成２９年度那須烏山市国民健康保険特別会計補正予算 
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   日程 第１６ 議案第 ３号 平成２９年度那須烏山市介護保険特別会計補正予算（第 

                 ２号）について（市長提出） 

   日程 第１７ 議案第 ４号 平成２９年度那須烏山市下水道事業特別会計補正予算 
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                 （第１号）について（市長提出） 

   日程 第１８ 議案第 ５号 平成２９年度那須烏山市簡易水道事業特別会計補正予算 

                 （第１号）について（市長提出） 

   日程 第１９ 議案第 ６号 平成２９年度那須烏山市水道事業会計補正予算（第１ 

                 号）について（市長提出） 

   日程 第２０ 議案第１４号 平成２８年度那須烏山市水道事業会計未処分利益剰余金 

                 の処分について（市長提出） 

   日程 第２１ 認定第 １号 平成２８年度那須烏山市一般会計決算の認定について 

                 （市長提出） 

   日程 第２２ 認定第 ２号 平成２８年度那須烏山市国民健康保険特別会計決算の認 

                 定について（市長提出） 

   日程 第２３ 認定第 ３号 平成２８年度那須烏山市熊田診療所特別会計決算の認定 

                 について（市長提出） 

   日程 第２４ 認定第 ４号 平成２８年度那須烏山市後期高齢者医療特別会計決算の 

                 認定について（市長提出） 

   日程 第２５ 認定第 ５号 平成２８年度那須烏山市介護保険特別会計決算の認定に 

                 ついて（市長提出） 

   日程 第２６ 認定第 ６号 平成２８年度那須烏山市農業集落排水事業特別会計決算 

                 の認定について（市長提出） 

   日程 第２７ 認定第 ７号 平成２８年度那須烏山市下水道事業特別会計決算の認定 

                 について（市長提出） 

   日程 第２８ 認定第 ８号 平成２８年度那須烏山市簡易水道事業特別会計決算の認 

                 定について（市長提出） 

   日程 第２９ 認定第 ９号 平成２８年度那須烏山市水道事業会計決算の認定につい 

                 て（市長提出） 

   日程 第３０ 付託第 １号 請願書等の付託について（議長提出） 

   日程 第３１ 意見書案第１号 道路整備に係る補助率等の嵩上げ措置の継続を求める 

                  意見書の提出について（議員提出） 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○本日の会議に付した事件 

   議事日程に同じ 
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［午前１０時００分開会］ 

○議長（渡辺健寿）  おはようございます。 

 ただいま出席している議員は１７名全員です。定足数に達しておりますので、平成２９年第

３回那須烏山市議会９月定例会を開会いたします。 

 なお、傍聴席には、早朝より足を運んでいただき、感謝申し上げます。 

 本日の会議を開きます。 

 日程に入る前に報告いたします。７番川俣純子議員から、一身上の都合により平成２９年

８月３１日をもって議員を辞職したい旨の願い出がありました。地方自治法第１２６条の規定

に基づき、これを許可しましたので御報告いたします。 

 また、地方自治法第１２１条の規定に基づき、市長以下関係課長及び代表監査委員の出席を

求めておりますので御了解願います。 

 次に、本日からの定例会に当たり、去る８月２９日に議会運営委員会を開き、議会運営委員

会の決定に基づき会期及び日程を編成いたしましたので、御協力くださるようお願いいたしま

す。 

                                    

     ◎市長挨拶 

 

○議長（渡辺健寿）  ここで、市長の挨拶とあわせ行政報告を求めます。 

 大谷範雄市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇 挨拶〕 

○市長（大谷範雄）  皆様、おはようございます。平成２９年第３回那須烏山市議会９月定

例会の開会に当たりまして、御挨拶申し上げます。 

 議員各位におかれましては、御多用のところ御参集賜りまして、まことにありがとうござい

ます。 

 今期定例会、報告案２件、補正予算案６件、条例案５件、人事案２件、議決案１件、認定案

９件、計２５議案を上程させていただきます。執行部一同、誠心誠意務めてまいりますので、

何とぞ慎重審議を賜りますようお願い申し上げます。 

 ここで、主なものにつきまして行政報告をさせていただきます。夏の風物詩ともなっており

ます恒例、山あげ祭、いかんべ祭が開催され、県内外から多くの観光客が本市を訪れました。

ことしの山あげ祭につきましては、烏山の山あげ行事がユネスコ無形文化遺産への登録後初の

祭典でもありましたことから、昨年からのＰＲ効果やおもてなしの充実といたしまして、シャ

トルバスの運行、イートスペースの拡充、駐車場の確保などに努めた結果、昨年を上回る
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１２万人の来場者があり、盛大に実施することができました。 

 また、いかんべ祭につきましても、今年度は実行委員会で慎重に検討した結果、花火を中心

としたイベントを開催いたしましたが、約１万人の来場者により盛況をおさめることができ、

大変うれしく思っております。 

 これらの祭りが成功に終えましたことも、実行委員会を初めといたしまして、議員各位、関

係機関の皆様による御支援、御協力の賜物と、この場をおかりいたしまして心より御礼を申し

上げる次第であります。 

 一方、７月から８月の中旬には、景観形成作物モデル事業といたしまして、農事組合法人フ

ァームあらなんに委託をして植栽をいたしました小塙駅周辺のヒマワリが開花し、夏場の観光

スポットの１つとなっておりまして、この事業を推進していくために写真コンテストを開催し、

多くの方が参加され、ヒマワリ畑のＰＲに大きく貢献することができました。なお、応募いた

だきました写真につきましては、９月７日から９月１５日までの期間は南那須庁舎玄関ホール

に、９月２０日から２９日までの期間は南那須図書館展示ホールに展示しておりますので、議

員各位にもぜひごらんいただきたいと存じます。 

 また、７月２６日には、市の農林水産特産物認証制度により、第１号といたしまして認定さ

せていただきました中山かぼちゃの出荷が始まりました。平成２９年度産の中山かぼちゃにつ

きましては、交配時期の天候不良から生育がおくれておりましたが、好天による十分な日照に

より生育し、立派な中山かぼちゃとして販売が行われております。今後も本市の地域資源であ

ります中山かぼちゃのブランド力向上に向けて取り組みを進めてまいる考えでございます。 

 さて、７月から８月にかけましては、線状降雨帯や台風の影響により、日本各地で甚大な被

害が発生いたしております。亡くなられた方、被害に遭われました皆様方には改めてお悔やみ

を申し上げ、また、お見舞いを申し上げる次第でございます。安全安心なまちづくりの必要性

と防災・減災の重要性を強く感じているところであります。これからも台風が多く発生する季

節でもありますので、市民の安全確保を第一に考え、全庁体制で防災対策に努めてまいります

ので、議員各位におかれましても御協力をお願い申し上げたいと思います。 

 結びになります。今期定例会におきまして慎重審議を賜りますことを重ねてお願い申し上げ

まして、御挨拶とさせていただきます。 

○議長（渡辺健寿）  本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

                                    

     ◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

 

○議長（渡辺健寿）  日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会
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議規則第８７条の規定により、議長において指名いたします。会議録署名議員に、 

         ４番 矢板清枝議員 

         ５番 望月千登勢議員を指名いたします。 

                                    

     ◎日程第２ 会期の決定について 

 

○議長（渡辺健寿）  日程第２ 会期の決定についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。この定例会の会期は、さきに送付したとおり、本日から９月１５日まで

の１１日間としたいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 よって、会期は本日から１１日間に決定いたしました。なお、会期中の会議の日程は、送付

してあります会議日程表により行いますので御協力願います。 

                                    

     ◎日程第３ 報告第１号 一般財団法人那須烏山市農業公社の経営状況説明書の提 

                 出について 

 

○議長（渡辺健寿）  日程第３ 報告第１号 一般財団法人那須烏山市農業公社の経営状況

説明書の提出についてを議題といたします。 

 なお、以降の議案書の朗読については、会議規則第３６条の規定に基づき、議長が必要と認

める場合を除き省略いたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました報告第１号 一般財団法人那須烏山市農業

公社の経営状況説明書の提出について提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、地方自治法第２４３条の３第２項の規定に基づき、農業公社の平成２８年度経営状

況説明書が提出されましたので、報告をするものでございます。 

 農業公社は、一般財団法人といたしまして、市が定めます農業経営基盤の強化の促進に関す

る基本的な構想により、地域や地元自治会の要請を踏まえ、農業の振興と農業者の経済的・社

会的地位の向上に寄与することを目的といたしまして、農地利用集積円滑化事業を初め農作業

受委託事業、防除航空散布受託事業、飼料用稲ＷＣＳ供給事業を主な事業として取り組んでお
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ります。 

 今般の農業情勢は、農業従事者の兼業化や高齢化、後継者不足等に伴い、ますます農業生産

力が低下している状況にあります。このような状況下におきまして、本年４月には別法人格の

株式会社アグリ那須烏山を設立し、地域の担い手への農地利用集積の推進、担い手の育成・確

保等の公益法人としての農業公社と、農作業受委託事業等における収益法人としてのアグリ那

須烏山との役割の明確化を図り、さまざまな農業の諸問題を解消するための多様な担い手とい

たしまして、さらには地域活性化を担う組織といたしまして、農家の受け皿となる大きな役割

を果たしております。 

 現在の財政状況は、主要事業の成果により安定的な方向に向かっておりまして、さらなる経

営努力が求められているところであります。特に平成２３年度から取り組んでおります飼料用

稲ＷＣＳの供給事業は順調でありますが、さらなる高品質な生産供給の維持、作付面積拡大の

取り組み、転作田の有効活用の推進、食料自給率向上への対応等を目指した安定的な経営の展

開を図っているところでございます。 

 詳細につきましては農政課長から説明をさせますので、何とぞ御理解を賜りますようお願い

申し上げまして、提案理由の説明とさせていただきます。 

○議長（渡辺健寿）  次に、担当課長の詳細説明を求めます。 

 菊池農政課長。 

○農政課長（菊池義夫）  命によりまして、一般財団法人那須烏山市農業公社経営状況説明

書の補足説明をさせていただきます。 

 平成２８年度の事業報告及び財務諸表につきましては、資料に沿って御説明いたします。 

 まず、１ページをお開きいただきたいと思います。農業公社の事業概要につきましては、

１０項目の事業がございます。この中から主な事業実績について報告させていただきます。 

 初めに、２番の農作業受委託推進事業についてであります。水稲関係の受託が主でございま

すが、内容は２ページにかけて記載してございます。表中のとおり、田植え関連作業が実施面

積８.５ヘクタール、刈り取り作業１７.１ヘクタールの実績でございました。 

 次に、３ページになります。７番の無人ヘリコプターによる農薬散布事業であります。那須

烏山市農作物病害虫防除協議会から委託を受け、水稲、麦、大豆を対象に実施しております。

水稲の散布につきましては、表中のとおり南那須地区６７４.８ヘクタール、烏山地区

６５２.２ヘクタール、合計１,３２７ヘクタールでありました。また、麦につきましては

２７.３ヘクタール、大豆につきましては７.１ヘクタールと、水稲と合わせますと

１,３６１.４ヘクタールの実績がございました。 

 次に、８番の飼料用稲ＷＣＳ供給事業でございます。市長の説明にもございましたが、平成
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２３年度から本格的に取り組んでおります。毎年実績を重ねてまいりました。ことしは面積で

３４.５ヘクタール、販売数２,８３３個でございました。これらは管内の畜産農家等へ販売い

たしております。 

 ４ページから５ページにつきましては、主たる会議、役員、事務局等の記載がございますの

で、ごらんいただければと思います。 

 次に、財務諸表についてでございます。法人会計基準の改正によりまして、必要な書類の貸

借対照表、正味財産増減計算書が７ページ以降に記載しております。農業公社の財務状況につ

きましては、１１ページ中ほどにございます、ごらんいただきたいと思います、経営収益計

５,１７９万６,６６５円。次の１２ページの下から３段目でございます経常費用計

５,３８８万５,４３５円。最後の行でございますが、当期経常増減額マイナス２０８万

８,７７０円でございました。詳細等については、ごらんいただければと思います。 

 平成２８年決算におきましては、今申し上げた赤字の部分がございますが、その主な理由で

ございます。ＷＣＳの売り上げの一部が平成２９年度で販売となっておりますので、個数とい

たしますと７８６個、売上金として２１３万８,０００円になりますが、これらが２９年度の

販売で収入になるということで、マイナスでございます。この売り上げを考慮しますと、この

マイナス２００万円については、ほぼ解消すると考えておりますので、御理解いただきたいと

思います。 

 以上で補足説明とさせていただきます。 

○議長（渡辺健寿）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 本件は報告案件でありますが、この際、質疑があればこれを許します。 

 １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  農業公社の平成２８年度の事業報告ということでございます。今、

担当課長から説明がありましたので、おおむね理解はしておりますが、１２ページにあります

ように、当期経常増減額が２００万円減ということでございまして、これは今ありましたよう

に、平成２９年度に送ってそのＷＣＳを販売したものが２００万円を超えているので、それを

含めればおおむねとんとんであると、こういう説明だと思うんですけども、しかしその中身を

見てみますと、農作業の受委託推進事業の収益が前年対比１００万円、また、航空散布の受託

事業収益も１００万円減になっております。やはり農業公社としての事業推進を図る以上、こ

の辺については拡大をしていくような対策というのか、そういうものが求められるのではない

かなと思うんですが、その辺の考え方について説明を求めます。 

 また、１３ページでございますが、当期一般正味財産増減額というのが２０７万

８,７７１円発生しておりまして、減ということで、これがこの一番下の正味財産期末残高の
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２０７万８,７７１円減と一致しておりますけども、これらについてももう一度、御説明をい

ただければなと、このように思います。 

○議長（渡辺健寿）  菊池農政課長。 

○農政課長（菊池義夫）  １点目の農作業受委託推進事業の決算における減額でございます

が、これらは平成２７年度の申し込み者の関係が、大規模の面積が２件ほどございました。そ

れが結構７ヘクタールを超える受託がございました。その分が２８年度なかったという部分が

あります。直接的にはそういう面積の受託でございますが、当然、今後も受託作業はふえてく

ると予想しておりますので、体制に努めてまいりたいと思います。 

 ２点目の無人ヘリコプターの航空散布の件でございますが、水稲の苗箱に箱処理剤というの

を今、散布しておりますので、そういった関係で２回散布を希望していた方が１回散布になっ

たという部分が直接的に減額の要因ではないかなと分析いたしました。 

 ３点目の１３ページ、正味財産の残高等でございますが、２８年度決算ではマイナス

２０７万８,０００円でございます。この分につきましては、この決算書から申し上げますと、

財産の農業公社は出資金、３,０００万円ございます。それにあわせて償却資産に引き当てる

金額、この後にも出てまいりますが、ページでは１６ページにございますが、減価償却の引当

資産も約１,９００万円という部分も考慮し、最終的には正味財産期末は一番下の段の

５,８２０万６,５４７円というふうな残高になるわけでございます。よろしくお願いしたいと

思います。 

○議長（渡辺健寿）  １８番平塚議員。 

○１８番（平塚英教）  そういうことですが、これから農業をめぐる問題がますます自己責

任というような形で厳しくなっていく状況にあるわけでございます。しかもさきの全員協議会

でも何人かの議員からも出ましたように、どんどん請け負って農業をやっている方が高齢化し

ておりますし、農産物についても価格がなかなか伸びないと、こういうような状況で、本当に

本市の農業をめぐる情勢が厳しくなっている、こういう状況の中で、市の農業公社の果たす役

割というのは今まで以上に重要性を増してくるのではないかなというふうに思われるところで

ございます。 

 そういう意味で、そんなにもうけを目指さなくてもいいんですが、できる限り赤字を生まな

いような健全経営を努めていただきたいなというふうに思うんですけども、今後の進め方につ

いてはどんなふうに考えておりますでしょうか。 

 また、１３ページについては、恐らく減価償却を見込んでのこういう正味財産残高になって

いるのかなというふうにお見受けしたんですが、そういうものも含めて、今後の農業公社のあ

り方についてはどんなふうに考えているのか御説明いただきたいと、このように思います。 
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○議長（渡辺健寿）  菊池農政課長。 

○農政課長（菊池義夫）  今、議員のほうから御意見いただきました件でございますが、市

の農業公社の役割というのは今後、重要でございます。そういった意味で、先ほど提案にもご

ざいました４月１日付で株式会社アグリ那須烏山を設立いたしました。これは農作業の受委託

が今後ますます増大するという部分もございます。それらが今までも中心として実施してまい

りましたけども、この株式会社を設立したことで、耕作権が取得できます。そういった意味で

は、農地の借り受け、耕作等、柔軟な農業経営が農業公社としても可能になります。今まで以

上に多様な農業経営の参画ができる環境ができていくのではないかなというふうに思っていま

す。 

 今後は、この体制づくり、いわゆる集落と話し合いのもとに、仕組みづくりに取り組んでま

いりたいと考えております。よろしくお願いします。 

○議長（渡辺健寿）  よろしいですか。ほかにございましたら。 

 １４番山隆四郎議員。 

○１４番（山隆四郎）  農業公社の問題とアグリ那須烏山という、この２つの会社、公社

とそれから企業というのが並列してあるわけですが、これから問題になっていくのが、受託し

たところに対する農作物の被害なんです。これは今、イノシシの被害が大変、ことしもそうで

しょう。これからますますふえてくる。こういうものに関しては、農業公社なのか、あるいは

市の行政なのか、あるいは新しくつくったアグリか、こういう、どういうところの組織がこの

問題に対して対応をするのか、その辺を質問いたします。 

○議長（渡辺健寿）  菊池農政課長。 

○農政課長（菊池義夫）  今の山議員の質問でございますが、非常に今後、危惧される問

題でございます。農作物の被害につきましては、イノシシ被害が一番大きな今、問題でござい

ます。年間でも３００頭近くの捕獲がされております。今後ますますふえていくというふうに

予想しております。 

 そういった中で、当然、那珂川町、隣接の首長と連携して、来年度はイノシシの捕獲等に関

しては実施主体というところを設立して、捕獲に積極的に取り組んでまいるわけでございます。

これは行政、それから猟友会等々でございますが、当然、農作物を管理する農業公社、株式会

社も、当然ＪＡも含めて、やはり解決策を見出さなきゃいけないというふうにも思っておりま

す。どういうふうな手段で、手法でというのはまだ検討中でございますが、関係機関、連携し

て農作物の被害には対応してまいりたいと思います。 

 また、９月は台風シーズンでもございます。農地の畦畔等も含め、かなりの豪雨で昨年も被

害を受けました。この辺も含めて、健全な耕地の確保等含めて、関係機関と連携をとりたいと
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いうふうに思っております。 

 当然、株式会社になったアグリも非常にフットワークが出ると思いますので、そういった意

味では、主たる部分は受委託作業、水稲関係になってまいるとは思いますが、その辺も含めて

検討させていただきたいと思います。お答えになるかどうかわかりませんが、よろしくお願い

します。 

○議長（渡辺健寿）  １４番山議員。 

○１４番（山隆四郎）  それはなぜかというと、行政、あるいは公社、あるいは農協、ア

グリ、新しい株式会社、これが連携してやるのはいいんですが、しっかりした目標を立てない

と、ただ連携します、全体でやります、それじゃ誰が責任をとるんだと。こういうところにこ

ういう被害が出てきたらば、そこを重点的にこれからはどういうふうにするんだ、こういうも

のも、電気柵の問題から始まって、わなの問題、猟友会、本気になって考えないと、これから

はそういう被害があちこちに出てくる。もう既に向田あたりも田んぼに入ってきている。市貝

あたりはもっとひどい。 

 そういうことを考えると、那須烏山の大木須、小木須、こういうところでももうこれはもう

ずっと前からそういう被害が出て、個人に任せるんじゃなくて、行政がしっかりした目標を持

ってやらなければ、ただ連携します、どうしますというんじゃなくて、しっかりした目標を持

ってやらなければ、これからの対応にはならないと、そういうふうに考えるので、その辺のと

ころをしっかり、早く言えば協議してやるというような大きな目標をまず持つ。それを実現す

るということが大切ではないのかと私は思います。 

 どういうふうな考えでいるのか、その辺のところの具体的な問題ももし考えがあれば説明を

いただきたいと思います。 

○議長（渡辺健寿）  菊池農政課長。 

○農政課長（菊池義夫）  この場でどういう対策かという具体的な部分はございませんが、

私の考えている部分で、１つ農作物の被害でありますイノシシ対策を例に挙げれば、やはり当

然きれいごとでは環境をよくするしかないと思います。地域の環境をよくする。そのためには、

やはり地域の協力がなければできませんし、地域の話し合いがなければ前に進まないと思いま

す。ただ猟友会が駆けずり回って対策しても、捕獲したとしても、なかなか減る要因がありま

せん。 

 ですから今、私、考えていますのは、転作の大きな大転換を来年度、迎えますし、ますます

耕作放棄地も増大しております。そういったものとやはり同じ課題を集落と一緒に話し合いを

していかなきゃいけないんだと思っておりますので、そういう考えでおりますので、御理解い

ただきたいと思います。 
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○議長（渡辺健寿）  １４番山議員。 

○１４番（山隆四郎）  それは課長の考えはわかるんですが、そうしたらば、早く言えば

その連携と、農協であるとか行政であるとか猟友会であるとか、あるいは株式会社であるとか、

こういうものがどういうふうな会合を今まで持って、これから持って、そして対策を考えると

いうような方法をとらないと、ただ連携します、連携しますでは、いつまでたっても物事は進

まないと。そして被害が拡大すると。 

 それと先ほど課長が言ったように、耕作放棄地、これ来年度からもっと出ます。これはもう

なぜかといったらば、減反、これがなくなるわけだから。そういうふうになってくると、これ

は大変な問題が出てくるんですよ。ですから私は、その被害の問題と、減反の問題、これが廃

止になったとき、どういうふうな対応をするのかと。農業公社だってそうなったらば受託だっ

てふえてくるはずです。そういうものに対応するにはどういうふうにするか、今から考えてい

なければ間に合わない。 

 私はいつも先々のことを言うけど、「山、いつもそんなこと言ったってわけがわかんねえ

じゃねえか」と言われるけど、現実問題として来年にはそういう問題が起こってくるわけだか

ら、３者なり４者なりが協議をして、鳥獣対策、あるいは減反に対する対策というものをしっ

かり農政課が指導しなければだめだというふうに私は思っております。ここまで言ったから、

別に答弁はいいですよ。そういうこと。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  ほかにございますか。 

 １５番中山議員。 

○１５番（中山五男）  ２点ほど質問いたします。この農業公社の経営状況につきましては、

過日の全員協議会の中で説明を受け、また質問もしたところでありますが、さらにこの内容を

見たところ、２点ほど疑問を生じたところがあるものですから、質問を申し上げます。 

 まず１点は、ふれあい農園ですね。これはここでは農園収入が５２万３,３７２円ほどある

んですが、ならばこれに対して公社としての支出、何か支出はなかったのでしょうか。収入だ

けで支出がないというのはおかしいなと思いまして、これを１点お伺いします。 

 それと、課長、もう一点、これは事前に通告していないで申しわけないんですが、１７ペー

ジを開いていただきたいと思います。よろしいですか。ここに固定資産の取得価格、減価償却

の一覧表があります。これ見ますと、１区画６,８７５万５,０００円、そのうち８０％相当額

がもう減価償却をしているんですね。この右側を見ても、当期末残高、これが１円というのが

７台もありまして、それ以外も相当古くなっているわけなんですが、将来、これらの機械の買

いかえについての資金計画からして、公社の財政に不安はないのでしょうか。ちょっとこの辺
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のところを私、心配したものですから、質問申し上げます。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  菊池農政課長。 

○農政課長（菊池義夫）  今、中山議員からの御質問でございますが、まず１点目の市民ふ

れあい農園の収支でございますが、記載には歳入、市のほうからの指定管理料ということで

４１万一千何がしございます。あわせて現在貸している農園の入園料が１１万２,０００円と

ございます。支出は、収支のほうの貸借対照表、総合計でございますが、支出の合計が６９万

８,２１４円になります。 

 御存じのとおり、ふれあい農園の一角に観光いちご園とパン屋さんがございます。それらの

使用も、水道料が一本でございますので、それらを折半しております。使った分に対して水道

料をいただいておりますが、支払いの際に相殺しているということを公社から聞きましたので、

その金額が、福祉会といちご園のほうからいただいている水道料が雑収入として１７万三千何

がしございます。そうしますと、歳入の指定管理料、入園料、今の水道料の雑収を合わせます

と、収入で６９万六千何がしでございます。支出が、今申し上げた６９万８,０００円という

ことで、農園管理料についてはとんとんというふうに御理解いただきたいと思います。 

 ２点目の減価償却の関係でございますが、先ほど説明いたしました減価償却の引当金が現在、

１６ページになりますが、１,９４５万６,０００円ほどになっております。当然、機械が１円

の減価償却の機械がほとんどになってきています。平成２９年度、今年度補助事業を活用いた

しまして、ＷＣＳの機械の買いかえが予定されています。決定いただきましたので、それらの

買いかえをまず早急に対応するということで今、進めております。そのほか、田植え機、コン

バイン等、そういったものも今申し上げた引当金等を活用しながら対応していくというふうに

聞いております。 

 以上でございます。 

○１５番（中山五男）  了解しました。 

○議長（渡辺健寿）  ほかにありましたら。 

 ８番渋井由放議員。 

○８番（渋井由放）  私は、２ページの４番、認定農業者云々というところで、（１）那須

烏山市担い手育成支援協議会と、こういうものを開いてやっているそうなんですが、その担い

手育成、これは非常に重要だというようなことで、皆さん今、意見が出ましたけれども、どの

ようなメンバーで、どのようなことを……、どのようなことというか、上に書いてある助言指

導、書類の作成等の支援を行ったというようなことと、この担い手の支援協議会というのの何

かマッチングというか、頭の中でうまく整理が個人的にできないなというようなことで、御説
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明をいただければなというふうに思います。 

 あともう一つが、１５ページになるんですけれども、１５ページのところにコンバインの売

却益というのがありまして、９,９９９円になっておるんですが、多分、今、同僚議員がちょ

っとお話ししましたが、１円の残存、残高というんですかね、当期末残高があって、１万円で

売ったので、多分９,９９９円が売却益が出たよというような内容ではないのかなと思うんで

すが、どのような方法で、どこへ売却をしたのかということですね。 

 あともう一点が、企業の会計では、通常は在庫があれば在庫を計上すると。するとＷＣＳは

平成２９年度に売ったんだよといっても、２８年度に在庫として存在すると。それを入れると、

２８年度の決算にちょうどプラマイゼロなり、プラス幾らかなりと、こういうふうになるので

はないのかなと思うんですけれども、これ、きちんとしたことでやっているので、問題はない

とは思うんですが、もしそういうふうなものができるとすれば、年度、年度でわかりやすい決

算になるのではないのかなと、このように思うんですけれども、その以上３点について、ちょ

っとお尋ねしたいと思います。 

○議長（渡辺健寿）  菊池農政課長。 

○農政課長（菊池義夫）  １点目の担い手協議会でございますが、役割といたしましては、

認定農業者、約２００名近く市内におりますが、その認定農業者は５カ年の農業経営計画を市

長宛てに出されます。その審議機関ということで、担い手協が１つ役割を担っておりまして、

どういうメンバーかと申しますと、農政課、私が会長としまして、担当、それから農業委員会

事務局職員、それからＪＡの営農部の担当、それから共済組合の担当、県の農業振興事務所の

担当ということで、それぞれ当て職で委嘱をしております。 

 そういった方が、今言った農業経営の農家に対する審議をいたし、５年間で切れる方はまた

その再設定の審議、それから新規で認定農業者になろうとする方の審議、そういった審査等を

担い手協で担っているというふうな役割をしております。 

 ２点目の、１５ページの９,９９９円でございますが、公社のほうからは、この売却は農協

のほうに売ってございます。もともと農協から買ったものでございますので、農協のほうに売

却したというふうに報告を受けております。 

 ３点目のＷＣＳの在庫関係でございますが、先ほど赤字の部分でマイナスの部分、平成

２９年度で販売したということで、最終的には赤字、とんとんだというふうに御説明申し上げ

ました。この在庫の管理等については、公社のほうとよく持ち帰って、精査したいと思います。

当然、２９年度で、聞いたところでは７８６個が２９年度で販売されたというふうに報告を受

けておりますので、当然、全協でも申し上げましたが、若干の刈りおくれ等もあって、品質が

余りよくないもの、やはり当然、定価を下げて売ったというふうにも報告を受けました。この
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辺の在庫の管理等をどういうふうな形でというのは、公社のほうと調整させていただきたいと

思います。ありがとうございます。 

○議長（渡辺健寿）  ８番渋井議員。 

○８番（渋井由放）  一番最初の質問はよく理解いたしました。 

 次の質問の農協に販売をしたということなんですけれども、今、同僚議員も言いましたよう

に、１円の当期末の残高の商品といいますか、資産がたくさんあって、最近いろんなテレビで

見る話ですけれども、日本の農業機械はとても性能がよくて、なかなか壊れなくて、結構高値

で海外に売却ができているというようなことで、市なんかでも例えばバスが古くなったから売

るというようなときは、公募といいますか、そんなことをやって、できるだけ高く売ろうとい

う努力をしているのかなと、こういうふうに思っております。その辺、例えばどういう方法を

するかというのはまた別なんですけれども、広く公募的なものをして、できる限り高く売却す

るという方法を選んでみたらいかがかなと思います。 

 あと、在庫の問題は、普通一般の企業だと間違いなく在庫がどのぐらいあるんだということ

で、棚卸をしっかりすると。棚卸をして、例えばねじ１本まで細かく出してやるということに

なるかと思いますので、その辺のところも今度、株式会社をつくってやるということになれば、

そっちのほうはそういうふうになるのではないのかなと思うので、もとのほうもその辺のとこ

ろを踏まえて考えてみたらどうかなというふうに思います。その点について、いかがでしょう

か。 

○議長（渡辺健寿）  菊池農政課長。 

○農政課長（菊池義夫）  １点目の機械の売却等については、やはり議員おっしゃるとおり、

まだまだ使える機械だと思います。そういったものについては広く公募して、少しでも高値で

売れるような、財源になるような形で公社のほうとも調整させていただきたいと思います。 

 ２つ目の在庫管理については、４月から株式会社が設立いたしましたので、そういった経理

の管理等含めて、公社のほうと調整させていただきたいと思います。 

○８番（渋井由放）  了解しました。 

○議長（渡辺健寿）  ほかにはございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  ほかに質疑がないようですので、報告第１号 一般財団法人那須烏山

市農業公社の経営状況説明書の提出については、報告のとおりでありますので御了解願います。 

                                    

     ◎日程第４ 報告第２号 平成２８年度健全化判断比率及び資金不足比率について 
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○議長（渡辺健寿）  日程第４ 報告第２号 平成２８年度健全化判断比率及び資金不足比

率についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました報告第２号 平成２８年度健全化判断比率

及び資金不足比率について提案理由説明を申し上げます。 

 本案は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、平成２８年度決算に係る健全

化判断比率及び資金不足比率とその算定基礎事項を記載した書類について、監査委員の審査に

付しましたので、その意見をつけて御報告をするものであります。 

 健全化判断比率等の４つの比率につきましては、実質赤字比率及び連結実質赤字比率はとも

に該当ありませんでした。 

 実質公債費比率につきましては７.３％で、対前年比０.４ポイントの減であります。これは、

これまで発行してまいりました地方債について、普通交付税算入率の高い有利な地方債を活用

してきたことにより、公債費に算入される基準財政需要額が伸び、実質公債費比率が改善され

たものでございます。 

 将来負担比率につきましては、１９.９％で、対前年比５.０ポイントの減であります。これ

は、起債償還終了により、地方債現在高が約６億７,０００万円減額したことや、公営企業等

に対する公営企業債の繰出見込額及び広域行政事務組合への負担等見込額を減額したことによ

りまして、将来負担額が改善されたものでございます。 

 資金不足比率につきましては、該当がございません。 

 平成２８年度健全化判断比率につきましては、基準を下回り、健全段階にあると言えますが、

普通交付税合併算定替の段階的な縮減が開始されておりまして、今後も財政運営については厳

しい状況が予想されます。そのため、一層の行財政改革に取り組みながら、健全な財政運営を

図ってまいる所存でございます。 

 何とぞ御理解を賜りますようにお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（渡辺健寿）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 本件も報告案件でありますが、この際、質疑があればこれを許します。 

 １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  県内の各自治体の平均値というんですかね、そういうものと比較し

て、我が市の実質公債費比率とか将来負担比率はどのような位置にあるのかお示しいただけれ

ばなと思いますが。 
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○議長（渡辺健寿）  両方総合政策課長。 

○総合政策課長（両方 裕）  済みません、手元に現在、他市町のがございませんので、後

ほどお示ししたいと思いますが、平均と比べましても特に高いような状況ではなかったと思っ

ております。 

○１８番（平塚英教）  はい。後でもらいます。 

○議長（渡辺健寿）  よろしいですか。 

 １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  ただいま市長の説明によりますと、財政は非常に厳しい中にあると

いうことなんですが、それは私も承知しておりますが、この中の数字で２点ほどお伺いしたい

と思います。 

 １の健全化判断比率の中の３行目、実質公債費比率、これ７.３％ですね。これを私、過去

の資料から見ましたら、平成２６年度は８.４％で、去年が７.７％、それで７.３％と、どん

どんこれはパーセントが落ちているわけですね。将来負担比率につきましても、平成２６年度

は３２.３％でした。それが去年は２４.９％で、ことしは１９.９％と、どんどんこれは下が

っているわけなんですが、これはこの数字から見て、那須烏山市の財政は年々、健全化に向か

っていると、こう判断してよろしいのでしょうか。 

○議長（渡辺健寿）  両方総合政策課長。 

○総合政策課長（両方 裕）  ただいまの御質問、実質公債費比率につきましては、いわゆ

る借金の返済に係る負担割合ということでございますので、こちらが低下することによって、

健全化に向かっているということでございます。 

 また、将来負担比率につきましては、いわゆる将来、負担することとなる実質的な地方債の

残高とかそういった負担額の標準財政規模に対する割合でございますので、こちらも年々下が

っているということにつきましては、健全化に向かっているということで御理解いただければ

と思います。 

 以上でございます。 

○１５番（中山五男）  了解しました。 

○議長（渡辺健寿）  ほかにございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  ほかに質疑がないようですので、報告第２号 平成２８年度健全化判

断比率及び資金不足比率については、報告のとおりでありますので御了解願います。 

                                    

     ◎日程第５ 議案第１２号 那須烏山市教育委員会委員の任命同意について 
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○議長（渡辺健寿）  日程第５ 議案第１２号 那須烏山市教育委員会委員の任命同意につ

いてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第１２号 那須烏山市教育委員会委員

の任命同意について、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、教育委員５名のうち、岡﨑孝雄委員が平成２９年１１月２９日に任期満了を迎える

に当たり、引き続き委員として任命いたしたく、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第

４条第１項の規定に基づき、議会の同意を求めるものでございます。 

 岡﨑氏は、平成２５年１１月３０日から教育委員会委員として御活躍いただいておりまして、

人格は円満かつ高潔でありまして、教育、学術、文化に関して高い識見を有されております。

本市の教育施策の総合的な推進を図るため、岡﨑氏には引き続き教育委員会委員を務めていた

だきたく、議会の同意をお願いするものでございます。 

 御審議をいただきまして、御同意くださいますようお願い申し上げまして、提案理由の説明

といたします。 

○議長（渡辺健寿）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  質疑はないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第５ 議案第１２号 那須烏山市教育委員会委員の任命同意について、

原案のとおり同意することに御異議ございませんか。 
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〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、議案第１２号は、原案のとおり可決い

たしました。 

                                    

     ◎日程第６ 議案第１３号 那須烏山市固定資産評価審査委員会委員の選任同意に 

                  ついて 

 

○議長（渡辺健寿）  日程第６ 議案第１３号 那須烏山市固定資産評価審査委員会委員の

選任同意についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第１３号 那須烏山市固定資産評価審

査委員会委員の選任同意について、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、那須烏山市固定資産評価審査委員会委員の３名が、平成２９年１１月２９日に任期

満了を迎えるに当たり、引き続き委員として選任いたしたく、地方税法第４２３条第３項の規

定に基づき、議会の同意を求めるものであります。 

 平成２６年１１月３０日から、固定資産評価審査委員会委員として御活躍いただいている横

山通有氏、岩附淳一氏、鈴木英男氏の３名は、人格円満かつ高潔でございまして、行政全般に

わたり深い識見を有されておりまして、さらにこれまで重ねてこられた経験から、公正かつ適

正な審査を行う本職の適任者でございます。 

 つきましては、御審議をいただきまして、御同意くださりますようお願い申し上げまして、

提案理由の説明といたします。 

○議長（渡辺健寿）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  質疑はないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 
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〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第６ 議案第１３号 那須烏山市固定資産評価審査委員会委員の選任

同意について、原案のとおり同意することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、議案第１３号は、原案のとおり可決い

たしました。 

                                    

     ◎日程第７ 選挙第１号 那須烏山市選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙につ 

                 いて 

 

○議長（渡辺健寿）  日程第７ 選挙第１号 那須烏山市選挙管理委員会委員及び同補充員

の選挙についてを議題といたします。 

 選挙管理委員会委員及び同補充員につきましては、地方自治法第１８２条の規定に基づき、

地方公共団体の議会において選挙することになっております。委員の任期は４年と定められて

おり、現委員の任期は本年１１月２８日をもって満了となります。また、補充員の任期は、委

員の任期によるものと定められております。これらの規定に基づき、これより那須烏山市選挙

管理委員会委員及び同補充員の選挙を行います。 

 お諮りいたします。選挙の方法は、地方自治法第１１８条第２項の規定に基づき、指名推薦

としたいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 よって、選挙の方法は、指名推薦とすることに決定いたしました。 

 お諮りいたします。指名の方法につきましては、議長において指名したいと思いますが、御

異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 よって、議長において指名することに決定いたしました。 

 ここで、指名する選挙管理委員会委員及び補充員の名簿を配付いたします。なお、委員候補

者及び補充員候補者には既に内諾をいただいておりますことを申し添えます。 
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（名簿配付） 

○議長（渡辺健寿）  ただいま配付した名簿のとおり、選挙管理委員会委員には、佐竹信哉

氏、久郷啓二氏、星宮純一氏、小堀ひろ子氏の４名を指名いたします。 

 同補充員には、小堀紘夫氏、髙野清志氏、塙 一男氏、小室信行氏の４名を指名いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議長において指名した方々を選挙管理委員会委員及び同補充員

の当選人と定めることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 よって、ただいま指名した方々が、那須烏山市選挙管理委員会委員及び同補充員に当選され

ました。 

 次に、補充員の順序についてお諮りいたします。補充員の順序は、ただいま議長において指

名した順序としたいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 よって、補充員の順序につきましては、第１位から順に小堀紘夫氏、髙野清志氏、塙一男氏、

小室信行氏の順序とすることに決定いたしました。 

 ここで暫時休憩いたします。 

休憩 午前１１時００分 

 

再開 午前１１時１０分 

○議長（渡辺健寿）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 先ほど平塚議員からありました質疑について、総合政策課長からの答弁を許します。 

 両方総合政策課長。 

○総合政策課長（両方 裕）  それでは、先ほど平塚議員から御質問がございました財政健

全化判断比率の県内他市町との比較ということでございます。 

 まだ平成２８年度分につきましては公表されておりませんので、申しわけございませんが、

２７年度の数値ということで、まず実質公債費比率、昨年度、当市は７.７でございまして、

平均が６.８、県内全体でいいますと１７番目の数値となります。市部におきましては１０番

目という形になってございます。 

 続きまして、将来負担比率につきましては、昨年度２４.９に対しまして、県内平均が

２１.３ポイントで、県内で１６位、市部におきましては９位となっております。 

 なお、２８年度、市部の情報交換によりますと、現在、同じような、平成２８年度も市にお
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いては同じような順位になってございます。 

 以上でございます。 

                                    

     ◎日程第８ 発議第１号 那須烏山市議会会議規則の一部改正について 

 

○議長（渡辺健寿）  日程第８ 発議第１号 那須烏山市議会会議規則の一部改正について

を議題といたします。 

 本案について、議会運営委員会委員長から提案理由の説明を求めます。 

 議会運営委員会委員長、１６番髙田悦男議員。 

〔議会運営委員会委員長 髙田悦男 登壇〕 

○議会運営委員会委員長（髙田悦男）  ただいま上程となりました発議第１号につきまして、

提案理由を申し上げます。 

 本案は、議場での写真機及び録音機の携帯について禁止した議会会議規則の規定を削除する

ものであります。これは、議会改革調査特別委員会において、議場での情報通信機器の使用に

ついて議論され、本定例会より試行することが決定したことに伴う改正であります。 

 というのも、このたび使用を認めることとなった情報通信機器は、タブレットやノートパソ

コンなどを想定しておりますが、これらの機器には写真機や録音機の機能が付加されているも

のも多く、その携帯を禁じている本規定の改正が必要となったものであります。 

 なお、本改正は、あくまで写真機や録音機の携帯の禁止を解くものであって、録音や撮影を

認めるものではありません。情報通信機器の使用に関し定めた基準において、録音及び撮影を

行わないことは明示しており、また、傍聴人に対して傍聴規則において撮影、録音等を禁じて

いるため、この規定の趣旨は改正後も担保されるものと思料しております。 

 何とぞ慎重に御審議の上、可決、決定賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（渡辺健寿）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  質疑はないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 
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 これより討論に入ります。まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第８ 発議第１号 那須烏山市議会会議規則の一部改正について、原

案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、発議第１号は、原案のとおり可決いた

しました。 

 日程第９ 議案第７号 那須烏山市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数に

関する条例の制定について及び日程第１０ 議案第１０号 非常勤特別職の職員の報酬及び費

用弁償に関する条例の一部改正については、関連がありますことから、一括議題としたいと思

いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

                                    

     ◎日程第 ９ 議案第 ７号 那須烏山市農業委員会の委員及び農地利用最適化推 

                   進委員の定数に関する条例の制定について 

     ◎日程第１０ 議案第１０号 非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条 

                   例の一部改正について 

 

○議長（渡辺健寿）  よって、議案第７号及び議案第１０号は、一括して議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま一括上程となりました議案第７号、議案第１０号につきまし

て、提案理由の説明を申し上げます。 

 まず、議案第７号は、那須烏山市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数に関

する条例の制定についてでございます。 

 本案は、農業委員の選出方法の変更、あるいは農地利用最適化推進委員の新設等が規定され

た改正農業委員会法が、平成２８年４月１日から施行されております。当市といたしましても、
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平成３０年５月２１日に任期の満了を迎えるに当たり、法の趣旨に基づき農業委員会の委員及

び農地利用最適化推進委員の定数など、必要な事項を定めるものでございます。 

 詳細につきましては、農政課長より説明させますので、何とぞ慎重審議をいただきまして、

可決、御決定を賜りますようにお願い申し上げます。 

 次に、議案第１０号は、那須烏山市非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の

一部改正についてでございます。本案は、農業委員及び農地利用最適化推進委員の報酬に充て

るため、国においては新規予算として、農地利用最適化交付金を措置したところでございます

が、委員に対して本交付金を反映した報酬を支給するために、地方自治法第２０３条の２第

４項の規定に基づき、報酬の額及びその支給方法を条例で定める必要がございます。 

 具体的には、従来の基礎報酬に農地利用最適化交付金による活動、成果実績に応じた報酬を

上乗せして支払うことができる条例の制定でございます。 

 詳細につきましては、農政課長より説明させますので、以上、議案第７号及び議案第１０号

につきまして、一括上程をさせていただきました。慎重審議をいただきまして、可決、御決定

を賜りますようにお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（渡辺健寿）  次に、担当課長の説明を求めます。 

 菊池農政課長。 

○農政課長（菊池義夫）  命によりまして補足説明をさせていただきます。 

 初めに、議案第７号 那須烏山市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数に関

する条例の制定についてでございます。 

 農業委員会等に関する法律が改正されまして、農業委員会の事務の重点化、農業委員の選出

方法の変更、農地利用最適化推進委員の新設などが規定されました。この改正によりまして、

農業委員会の委員は公選制を廃止し、市町村長が議会の同意を得て任命する方法に改められま

した。委員の定数は、条例で定める必要があります。また、新たに農地利用最適化を図るため、

現場活動を行う農地利用最適化推進委員が新設され、その定数を定める必要がありますので、

今回、関係条例を制定するものでございます。 

 第１条では、条例制定の趣旨を規定しております。 

 第２条においては、農業委員の定数を定めております。現在の農業委員数は２５名でありま

すが、その内訳は、公選法による委員２０名、農業関係団体からの推薦委員３名、議会からの

推薦委員２名であります。改正後の農業委員の定数につきましては、農業者数、農地面積でそ

の定数の上限が定められております。その定数の上限であります１９人と定めるものでござい

ます。 

 なお、農業委員を選任するに当たりましては、市内の各地域から選任することのほか、女性、
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青年、農業に利害関係のない者の選出は必ず行うことになります。原則、定数の過半数は、認

定農業者でなければなりません。 

 第３条では、農地利用最適化推進委員の定数２５人と規定しております。推進委員につきま

しては、省令の基準では、農地面積１００ヘクタールに１人となっております。上限で４１人

となりますが、現在の農業委員の地区割りや地域間のつながりなどを考慮し、定数を２５人と

するものでございます。 

 定数については以上でございます。 

 続きまして、議案第１０号 那須烏山市非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条

例の一部を改正する条例でございます。別表第１（第２条関係）でございますが、現行区分の

欄の「職務代理者」を、改正後、「会長職務代理者」に変更するものでございます。 

 農業委員報酬につきましては、改正後も現行と変わらず年額、会長４０万円、会長職務代理

者３８万円、委員３５万円でございます。新たに新設される農地利用最適化推進委員を２４万

円とするものでございます。 

 農業委員会関係では、平成２７年度までは農業委員会交付金により農業委員の基礎的な報酬

に要する経費を国から支援いただいておりました。制度改正によりまして、農業委員や農地利

用最適化推進委員の積極的な活動を支援するため、国においては新規予算として農地利用最適

化交付金が新設されました。 

 この交付金は、活動実績払いと成果実績払いという２本立てで成っております。委員に対し

ましては、本交付金を支給するに当たり、地方自治法第２０３条の２第４項に基づきまして、

報酬の額、その支給方法を条例で定めるものでございます。 

 具体的には、従来の基礎報酬に農地利用最適化交付金による活動、成果実績に応じた報酬を

上乗せして支払うことができる条例の制定ということでございます。 

 別表第１備考欄に、別紙のとおり「農地利用の最適化に係る活動及び成果の実績に応じて、

国から交付される交付金の範囲内において、市長が定める額を別に支給することができる」の

文言を今回、追加するものでございます。 

 以上のとおりでございますので、よろしく御審議のほど、お願い申し上げます。 

○議長（渡辺健寿）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  今の説明、それとこの間の議員全員協議会の説明、質疑もありまし

たので、大体は理解したところでありますが、まずここで２点ほどお伺いしたいと思います。 

 現在の農業委員の任期は来年の５月３０日になるわけですね。そうしますと、新しい農業委



平成29年第３回９月定例会 第１日 

－29－ 

員、新制度での農業委員１９名はいつこの議会に提案されるのか、この提案される時期です。 

 それと農地利用最適化推進委員２５名、この２５名の推薦については、新しい農業委員でも

って決定するのではないかと思いますが、この時期についてお伺いします。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  菊池農政課長。 

○農政課長（菊池義夫）  １点目の農業委員の任期満了でございますが、来年の５月２１日

が任期満了でございます。 

 今回、新設します１９人につきましては、来春３月の議会に上程したいと思っております。 

 スケジュールといたしましては、１１月から１２月にかけまして約１カ月間、公募を行いま

す。年がかわりまして、２月までには定数がオーバーすれば、公募が多ければ選考委員会等を

開催し、選考いたします。 

 推進委員の２５名につきましては、５月２１日で満了を迎えますので、当然、新しい委員さ

んが任命することになります。 

 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  １５番中山議員。 

○１５番（中山五男）  そうしますと、その件はわかりました。もう一点なんですが、この

議案第１０号のほうで、今度はこの委員さんの報酬を引き上げるわけなんですが、この条例は

平成３０年５月２２日から施行するとありますから、そうすると現在の農業委員にはこれは適

用しないと、そう理解してよろしいんですか。 

○議長（渡辺健寿）  菊池農政課長。 

○農政課長（菊池義夫）  はい。おっしゃるとおり５月２２日から施行になりますので、新

しい委員さんの適用になります。 

○１５番（中山五男）  了解しました。 

○議長（渡辺健寿）  １７番小森議員。 

○１７番（小森幸雄）  今の担当の説明で、定数の１９の内訳の中で……。 

○議長（渡辺健寿）  小森議員、失礼ですが、常任委員会付託を考えておりますので、申し

合わせにより、経済建設常任委員会で、よろしく審議をお願いします。 

○１７番（小森幸雄）  了解しました。 

○議長（渡辺健寿）  ほかにございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  お諮りいたします。ただいま上程中の議案第７号 那須烏山市農業委

員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数に関する条例の制定について及び議案第１０号 
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非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正については、経済建設常任委

員会に付託したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第７号及び議案第１０号は、経済建設常任委員会に付託します。 

                                    

     ◎日程第１１ 議案第８号 那須烏山市個人情報保護条例及び那須烏山市情報公開 

                  条例の一部改正について 

 

○議長（渡辺健寿）  日程第１１ 議案第８号 那須烏山市個人情報保護条例及び那須烏山

市情報公開条例の一部改正についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第８号 那須烏山市個人情報保護条例

及び那須烏山市情報公開条例の一部改正について、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、個人情報の保護に関する法律及び行政機関等の保有する個人情報の保護に関する法

律の一部改正に伴い、本条例について所要の改正を行うものであります。 

 条例案の主な内容につきましては、個人情報の定義にＤＮＡ、手指の静脈、指紋等のデータ、

マイナンバー、旅券番号、運転免許証の番号等の個人識別符号を追加することや、本人の人種、

信条、社会的身分、病歴、犯罪の経歴等を要配慮個人情報として定めること及びその取り扱い

等を定めるものでございます。 

 詳細につきましては、総務課長から説明させますので、何とぞ慎重に御審議をいただきまし

て、可決、御決定を賜りますようにお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（渡辺健寿）  次に、担当課長の詳細説明を求めます。 

 福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  それでは、条例案の詳細について御説明申し上げます。 

 まず初めに、条例改正の経緯について述べさせていただきます。個人情報の保護に関する法

律、略して個人情報保護法といいますが、こちらは平成２７年９月に、また行政機関が保有す

る個人情報の保護に関する法律、略して行政機関個人情報保護法といいますが、こちらは平成

２８年５月に改正となり、改正後の法律は、平成２９年５月３０日から施行されております。 

 この２つの法律の関係について簡単に御説明申し上げますと、個人情報保護法については、
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民間事業者に対する個人情報を取り扱う際のルールを定めており、行政機関個人情報保護法に

ついては、国の省庁などの行政機関に対する個人情報を取り扱う際のルールについて定めてい

るものでございます。個人情報保護条例は、市が取り扱う個人情報について定めているもので

ありますので、今回の個人情報保護法及び行政機関個人情報保護法の改正の趣旨を踏まえ、改

正をするものであります。 

 また、今般の法律改正では、これまで５,０００人を超える個人情報を取り扱う事業所が個

人情報保護法の対象とされておりましたが、個人情報を利用する全ての事業者が個人情報保護

法の対象となり、小規模事業者や個人事業主はもちろん、自治会や学校の同窓会で個人情報を

取り扱う際には、個人情報保護法で定める個人情報を取り扱う際のルールが義務づけられるこ

とになりました。 

 それでは、条例の詳細につきまして御説明申し上げます。お手元の新旧対照表の１ページ目

をお開きください。第２条第２号の改正につきましては、個人情報の定義を明確化するもので

す。内容としては、個人情報の定義について文言を整理するものと、新たに個人識別符号を含

むものとするものです。 

 個人識別符号とは、大きく２種類のものに分けることができ、１つは、身体の一部の特徴を

コンピューターなどの機械で読み取れるように変換した符号を言い、例えばＤＮＡ、指紋、静

脈などのデータであります。もう一つのものは、サービスの利用や書類などにおいて対象者ご

とに割り振られる符号を言いまして、マイナンバー、パスポートの番号、基礎年金番号、運転

免許証の番号などであります。 

 ちなみに、この個人識別符号の細かな内容については、改正後の第３号に定めているとおり、

行政機関個人情報保護法とその関係法令において定められているところでございます。 

 次に、改正後の条例の第４号をごらんいただきたいと思います。要配慮個人情報の定義を定

めるものであり、要配慮個人情報とは、個人の人種、信条、社会的身分、病歴、犯罪の経歴等

が含まれる個人情報を言います。いわゆるセンシティブ情報と言われるもので、本人に対する

不当な差別や偏見が生じないように、その取り扱いに特に配慮を要する個人情報として定義し

て、明確化するものです。 

 続いて、２ページ目をお開きください。１行目から４行目までの改正は、電磁的記録の定義

を先ほどの第２条第２号に定めているため、文言の整理をしたものでございます。 

 続いて、第５条の改正については、市が個人情報を取り扱う事務について、市民の方が閲覧

できるように登録簿に記載することを定めている規定ですが、その登録簿に記載する事項を整

理するものでございます。 

 第７条の改正については、先ほど定義した要配慮個人情報の取り扱いを定めるもので、法令
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等の規定に基づくときや犯罪の予防、警察の捜査への協力などを目的とする場合以外には、要

配慮個人情報を収集してはならないものとするものでございます。 

 続いて、３ページ目でございますが、第７条第３項の改正については、生命、財産の保護等

のために、緊急性があるときを除いて、本人から書面などで個人情報を収集するときは、その

利用目的を明示しなければならないと規定するものであります。 

 次に、第１８条第２号の改正については、本人が自分の個人情報の開示請求をした場合に、

本人の生命、健康、生活等を害するおそれがある情報は開示しないことができる旨を定めたも

のでございます。 

 また、第３号については、開示請求者の定義が直前の第２号に定められているので、整理を

するものでございます。 

 また、この規定は、開示請求者以外の個人情報は開示できないとしているものですが、この

規定に個人情報として、先ほど申し上げた個人識別符号を追加するものでございます。 

 続いて、４ページ目をお開きください。改正前の第８号については、先ほどの開示請求者の

定義に含まれているので、削除して条文の整理をするものでございます。 

 第１９条については、本人の個人情報の開示請求があったときに、開示できない情報が含ま

れている場合には、その部分を除いて開示をする部分開示をする規定でございます。 

 第２項の改正については、開示請求者以外の個人情報については開示できない情報としてい

ますが、その個人情報に関する規定に、個人識別符号を追加するものと、条項の移動を行うも

のでございます。 

 第２６条の改正については、第１８条の改正に伴い条項の移動をするため、整理をするもの

であります。 

 続いて、第４８条の改正について、次の５ページ目をお開きください。こちらは、事業者の

個人情報の取り扱いを定めているものでございますが、こちらの規定は改正後の個人情報保護

法に同じ内容が定められていることから、法律との重複を避けるため、条例上の規定を削除す

るものであります。 

 次の第４９条についても、先ほどと同様に市が出資している法人等についても、個人情報保

護法の適用となることから、個人情報の保護に係る規定を削除するものであります。 

 第５１条から第５３条までの改正については、個人情報を不適正に取り扱っている事業者に

対し、説明や資料の提出、勧告等の権限を定めている規定、いわゆる監督権限の規定でござい

ますが、こちらは個人情報保護法の改正により、国の個人情報保護委員会が所管することとな

ったことから、法律との重複を避けるため、当該規定を削除するものでございます。 

 続いて、第５６条の改正について、６ページ目をお開きください。こちらは、１ページ目の
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第２条第３号に行政機関個人情報保護法の略称規定を置いたため、同じく略称として規定する

ものでございます。 

 続いて、第２条による改正について御説明申し上げます。こちらは、情報公開条例の改正と

なります。情報公開請求において、公開することができない情報として、個人情報を定めてい

る規定でございますが、その個人情報に関する規定について、先ほどの個人情報保護条例にお

いて改正する個人情報の定義と規定を合わせることとするものでございます。 

 最後に、附則でございますが、条例の施行日については、公布の日としております。 

 次に、個人情報保護条例中の第１８条の規定で改正をした規定は、この条例の施行日以後の

開示請求について適用するとした経過措置を定めるものでございます。 

 以上で、本条例について補足説明をさせていただきました。どうぞよろしくお願いします。 

○議長（渡辺健寿）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  ただいま提案されているこの議案第８号の中で、この個人情報の保

護制度に関する運用状況につきましては、平成２８年度分では行財政報告書のほうに３３件ほ

どあったというような報告、内容になっておりますが、その中で、個人情報を請求するという

ことは、例えば私が、他人が個人情報を請求するというのは、具体的にどのような場合、この

個人情報の請求ができるのか、これが１点。 

 それと、この条例の第２条の、これは私、課長、３項って、（３）ですが、これは（４）で

した、失礼しました。（４）にはさまざまな、要配慮個人情報ってありますね。本人の人種と

か信条とか社会的身分、一番問題は、犯罪の経歴等ですよね。こういった台帳といいますかつ

づりを誰がどのような方法で管理をしているのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（渡辺健寿）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  まず、１点目の個人情報保護制度でございますが、行財政報告の

ほうで平成２８年度はゼロということで多分、出ていると思います。直近では、平成２４年度

が４件、平成２５年度が２件ほど出ておりまして、その請求の内容を見ますと、請求者本人に

係る農地転用許可申請に係る資料等とか、あとは自己の住民票の写しの交付申請書、そういっ

たものの個人情報の保護の請求が出ておりました。 

 先ほどの件数については、多分、情報公開のほうの数字かなと思っています。 

 個人情報の保護とはまた別なものでございますので、そちらのほうの数字でございます。 

 それと、どのようにということでありますから、先ほど言ったように自分で行政機関に申請

した申請書の確認とか、あとは自分の状況の納税の相談をした記録が税務課のほうでどういう
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形になっているかとか、そういった内容を確認したいと、自己の情報を確認したいということ

で、個人情報の情報公開、それから個人情報の保護の制度に関する公開請求ということになる

かと思います。 

 あと、先ほどの２点目の、誰が管理しているかということでございますが、それぞれ関係機

関、いろんな形で管理していると思います。住基であれば住基のデータ表の管理というふうに

なりますし、あとはマイナンバーなんかだと、総務課としては職員のマイナンバーを徴収して

管理しておりますが、それについては紙ベースで管理しているものでございますので、そちら

については鍵のかかる書庫等に管理しているということでございまして、あとは先ほど言った

要配慮個人情報、それは機関でもし仕入れた場合、それを仕入れたところで適正に管理してい

くということになりますので、今現在、市役所のほうではそういった、犯罪履歴というか、そ

れは戸籍の関係とかそちらのほうになると思うんですが、それはそれで個人情報としては管理

していると思いますが、それぞれの分野で適正に管理されているものと思っております。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  １５番中山議員。 

○１５番（中山五男）  ただいまの答弁によりますと、例えば犯罪の経歴書、これは担当課

長が責任を持って管理をしていると、そういうことなんでしょうか。 

 実はこれは大分、古い話、私が職員当時、今から５０年ぐらい前なんですが、この犯罪経歴

書は戸籍簿と、戸籍関係の書類と一緒に書庫に入っていまして、極端な話、職員、誰もそこへ

行って戸籍簿も見られるし、こういった犯罪経歴も見ようとすれば見られたんですよ。本当は

見ては悪かったのかもしれませんが、そのぐらい安易に見られるような状況でしたが、今はど

のような管理をされているかお伺いします。 

○議長（渡辺健寿）  佐藤市民課長。 

○市民課長（佐藤加代子）  犯歴名簿の管理ということかと思いますけれども、犯罪が確定

しますと、警察署のほうから市民課のほうに既決犯罪通知書というのが送られてきます。市民

課では、その通知書に基づきまして、その方の犯罪者名簿、犯歴名簿というんですが、そちら

を作成しておりますが、現在はシステムの中で管理しておりまして、紙ベースでの管理という

ものはいたしておりませんが、システムに入れる前の古いものにつきましては、今おっしゃっ

たとおり紙ベースのもので残っているものもございます。 

 それにつきましては、今はその犯罪者名簿だけを入れた耐火金庫のほうに保存しておりまし

て、その管理につきましては、たとえ市民課であっても誰でも見られるというものではなく、

戸籍を担当している一部の者だけが管理しているようになっております。 

 以上です。 
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○１５番（中山五男）  了解しました。 

○議長（渡辺健寿）  ほかには。 

 ５番望月千登勢議員。 

○５番（望月千登勢）  情報公開条例のほうについてお聞きします。 

 公開請求があった場合、今回、紙ベースのものから、音声、動作も含めての公開ができると

いうふうな内容になっていると思います。ということは、さまざまな会議、さらには問い合わ

せに対して、音声録音しているというような案内と、それを公開するというような案内を準備

されているのかどうかについて、お聞きしたいと思います。 

○議長（渡辺健寿）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  今のところは音声関係とかについては、公開の対象としては考え

ていないんですが、今後、検討していくようかなと思っております。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  ５番望月議員。 

○５番（望月千登勢）  済みません、私の理解不足なんでしょうか、６ページの情報公開条

例の一部改正の７条は、個人に関する情報、氏名、生年月日、記述等、それは電磁的に記録さ

れているもの、音声、動作一切の事項を言うというふうに書かれていますが、会議等で録音さ

れている場合を見かけたりとか、市への問い合わせに対して録音するというような動作をした

場合に、そこに同席する方とか、さらには電話で問い合わせた方にこういうことを含めて案内

する必要が出てくるのではないかと思ったのですが、私の理解が違うんでしょうか。 

○議長（渡辺健寿）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  こちらに記載している事項について、公文書として登録した場合、

公開できますよという形になりますので、今のところそちらのほうにはなっていないというこ

とでございます。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  ５番望月議員。 

○５番（望月千登勢）  では、公文書としてこういう電磁的記録を残す場合は、案内される

ということで徹底されるということですね。はい。わかりました。 

○議長（渡辺健寿）  ほかにございますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  質疑がほかにないようですので、議長において議事を進行し、これで

質疑を打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 
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○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第１１ 議案第８号 那須烏山市個人情報保護条例及び那須烏山市情

報公開条例の一部改正について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、議案第８号は、原案のとおり可決いた

しました。 

                                    

     ◎日程第１２ 議案第９号 那須烏山市職員の育児休業等に関する条例の一部改正 

                  について 

 

○議長（渡辺健寿）  日程第１２ 議案第９号 那須烏山市職員の育児休業等に関する条例

の一部改正についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第９号 那須烏山市職員の育児休業等

に関する条例の一部改正について、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、国家公務員の育児休業について、人事院規則の改正により本年４月１日より育児休

業の再度の取得及び期間の延長並びに育児短時間勤務の再度の取得ができる特別の事情として、

保育所等における保育の利用を希望し、申し込みを行っているが、当面その実施が行われない

こと、いわゆる待機児童に係る事情が追加されたことに伴い、この取り扱いに準じて本市職員

の育児休業においても同様の事情を追加するため、所要の改正を行うものであります。 

 詳細につきましては総務課長より説明をさせますので、何とぞ慎重に御審議いただきまして、

可決、御決定を賜りますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（渡辺健寿）  次に、担当課長の詳細説明を求めます。 

 福田総務課長。 
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○総務課長（福田 守）  それでは、詳細を説明させていただきたいと思います。 

 まず、お手元の新旧対照表の１ページ目をお開きください。育児休業についてでございます。

育児休業は、子が３歳に達するまで利用できる制度でございまして、また、特別の事情がある

場合を除いて１回限り利用でき、原則として再度の取得はできないこととなっております。 

 ごらんいただいている第３条では、例外として再度の取得ができる特別の事情を規定してお

りまして、今回、下段の第６号、現行では配偶者が負傷または疾病により入院したこと、配偶

者と別居したこと、その他の育児休業の終了時に予測することができなかった事実が生じたこ

とにより、当該育児休業に係る子について、育児休業しなければその養育に著しい支障が生じ

ることとなったことという特別の事情が規定されておりますが、今回その他の育児休業の終了

時に予測することができなかった事実の１つとして、改正案のとおり、育児休業に係る子につ

いて、保育所、認定こども園、または家庭的保育事業等における保育の利用を希望し、申し込

みを行っているが、当面その実施が行われないこと、いわゆる待機児童に係る事情の規定を追

加するものでございます。 

 次の第４条は、育児休業の期間の延長に関する規定でございまして、育児休業の期間の延長

は、条例で定める特別の事情がある場合を除き、１回に限るものとされているところでござい

まして、この第４条では、１回延長した後、再度の期間の延長ができる特別の事情が規定され

ております。ここにも先ほどの第３条第６号の改正と同様に、いわゆる待機児童に係る事情の

規定を追加するものでございます。 

 さらに、次の第１０条では、これは育児短時間勤務に関する規定でございまして、育児短時

間勤務とは、小学校に入学するまで短時間勤務を利用できる制度でございますが、育児短時間

勤務は、１回終了するとその日の翌日から起算して１年を経過しない場合、再度の取得ができ

ないこととされております。 

 この第１０条では、１回終了した後、その日の翌日から起算して１年を経過しない場合でも、

再度の取得ができる特別の事情が規定されておりますが、今回、３ページの第７号、現行では

配偶者が負傷または疾病により入院したこと、配偶者と別居したこと、その他の育児短時間勤

務の終了時に予測することができなかった事実が生じたことにより、当該育児短時間勤務に係

る子について、育児短時間勤務をしなければその養育に著しい支障が生じることとなったこと

という特別の事情が規定されておりますが、今回その他の育児短時間勤務の終了時に予測する

ことのできなかった事実の１つとして、先ほどの第３条第６号の改正と同様に、いわゆる待機

児童に係る事情の規定を追加するものでございます。 

 本改正は、全国的に待機児童が大きな問題となっている中、希望しているにもかかわらず育

児休業等に係るこの保育所等の利用が意に反して実施されない場合があり、このような場合に
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育児休業の再度の取得等を認めることは、育児を行う職員の職業生活と家庭生活の両立のなお

一層の促進に寄与するものでございます。 

 最後に、附則でございますが、既に国家公務員については本年４月１日より取り扱いが施行

されておりますので、可決、決定いただければ速やかに公布し、公布の日から施行するもので

ございます。 

 以上、詳細説明とさせていただきます。 

○議長（渡辺健寿）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。よろしいですか。 

 １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  １点お伺いしたいと思います。 

 今回のこの育児休暇関係なんですが、職員に対する手当とか、こういった休暇制度というの

は手厚く保護されていると、そのように理解しているわけなんですが、ならば市内の中小企業

に勤める社員は、やはり市役所職員程度のこういった休暇制度というのはあるのでしょうか。

そういうところが調査されているのかどうか、お伺いします。 

○議長（渡辺健寿）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  私たち公務員につきましては、地方公務員の育児休業等に関する

法律に基づいて育児休業がありますが、民間企業の場合につきましては、育児休業、介護休業

等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律、いわゆる育児・介護休業法に基づく制

度がございまして、公務員と大きな差につきましては、私たち公務員については原則、子が

３歳に達するまで取得することができますが、民間企業の場合につきましては、１歳に達する

までの制度でございます。 

 特別の事情については若干プラスアルファがございますが、そういった年齢の差が若干、違

いがございます。どちらも育児休業をとりますと無給となりますが、私たち公務員及び民間企

業についても、それぞれの共済組合とか雇用保険等から半額程度の手当が支給されております。

これはどちらも１歳に達するまでということでございますので、そちらのほうは余り変わりは

ないかなと考えております。 

 あとは短時間の勤務についても、私たち公務員については小学入学前までとなっていますが、

民間については３歳までということで、若干の年齢的な差はございますが、制度的には同じよ

うな内容で制度化されているところでございます。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  １５番中山議員。 

○１５番（中山五男）  商工観光課長さんも先ほど手を挙げて、何か資料をお持ちのようで、
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答弁をしたがっているようですから、お伺いしたいと思います。 

○議長（渡辺健寿）  石川商工観光課長。 

○商工観光課長（石川 浩）  育児休業の関係につきまして、資料は持っていないんですけ

ど、過日、ハローワークのほうに育児休業等で何か傾向がありますかという問い合わせをした

ところ、現在、那須烏山市内でそういう育児休業がとれないとか、そういう苦情等は一切ない

ので、順調に企業が法令遵守しているものというふうに思っているということでございました

ので、御報告申し上げます。 

○１５番（中山五男）  了解しました。 

○議長（渡辺健寿）  ほかにございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第１２ 議案第９号 那須烏山市職員の育児休業等に関する条例の一

部改正について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、議案第９号は、原案のとおり可決いた

しました。 

 ここで暫時休憩いたします。 

休憩 午後 ０時００分 

 

再開 午後 １時００分 

○議長（渡辺健寿）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

                                    

     ◎日程第１３ 議案第１１号 那須烏山市営住宅設置及び管理条例の一部改正につ 
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                   いて 

 

○議長（渡辺健寿）  日程第１３ 議案第１１号 那須烏山市営住宅設置及び管理条例の一

部改正についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程されました那須烏山市営住宅設置及び管理条例の一部改

正について、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に

関する法律、いわゆる第７次一括法がことし４月に制定され、公営住宅法の一部が改正された

ことに伴い、公営住宅法施行令が改正され、本条例中の引用条項に移動が生じたために、所要

の改正を行うものであります。 

 公営住宅法改正の主な内容といたしましては、公営住宅入居者が認知症患者等であって、収

入の申告をすることなどが困難な場合には、地方公共団体が必要な書類の閲覧により把握した

収入に基づき、公営住宅の家賃を定めることができることとなったことと、公営住宅の明け渡

しの請求に係る収入の基準について、条例で当該基準を定めることができるようになったこと

であります。 

 条例改正の主な内容につきましては、公営住宅の建てかえなどにより新たに市営住宅に入居

する場合の家賃の特例を定めている条例、第１７条で引用している公営住宅法施行令第１１条

が、第１２条に繰り下がることに伴い、条項の移動をするため所要の改正を行うものでござい

ます。 

 何とぞ慎重御審議をいただきまして、可決、御決定を賜りますようにお願い申し上げまして、

提案理由の説明といたします。 

○議長（渡辺健寿）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 
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 これより討論に入ります。まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第１３ 議案第１１号 那須烏山市営住宅設置及び管理条例の一部改

正について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、議案第１１号は、原案のとおり可決い

たしました。 

 日程第１４ 議案第１号から、日程第１９ 議案第６号までの平成２９年度那須烏山市一般

会計補正予算（第２号）、国民健康保険特別会計補正予算（第１号）、介護保険特別会計補正

予算（第２号）、下水道事業特別会計補正予算（第１号）、簡易水道事業特別会計補正予算

（第１号）、水道事業会計補正予算（第１号）の６議案については、いずれも平成２９年度補

正予算に関するものでありますことから、一括して議題としたいと思いますが、御異議ござい

ませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

                                    

     ◎日程第１４ 議案第１号 平成２９年度須烏山市一般会計補正予算（第２号）に 

                  ついて 

     ◎日程第１５ 議案第２号 平成２９年度須烏山市国民健康保険特別会計補正予算 

                  （第１号）について 

     ◎日程第１６ 議案第３号 平成２９年度那須烏山市介護保険特別会計補正予算 

                  （第２号）について 

     ◎日程第１７ 議案第４号 平成２９年度那須烏山市下水道事業特別会計補正予算 

                  （第１号）について 

     ◎日程第１８ 議案第５号 平成２９年度那須烏山市簡易水道事業特別会計補正予 

                  算（第１号）について 

     ◎日程第１９ 議案第６号 平成２９年度那須烏山市水道事業会計補正予算（第１ 

                  号）について 
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○議長（渡辺健寿）  よって、議案第１号から議案第６号までの６議案について、一括して

議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま一括上程となりました議案第１号から議案第６号まで、提案

理由の説明を申し上げます。 

 まず、議案第１号 平成２９年度那須烏山市一般会計補正予算（第２号）についてでござい

ます。本案は、平成２９年度一般会計予算の歳入歳出を、それぞれ２億１,３３６万

６,０００円増額し、補正後の予算総額を１１４億９１１万９,０００円とするものでございま

す。 

 今回の補正は、国・県補助金の追加決定及び各施設の修繕・改修など、対処しなければなら

ない事務事業等が生じましたことから、補正予算を編成したところでございます。 

 また、平成２９年度で契約期限等が到来し、平成３０年度以降の新たな契約を進める必要が

生じました山あげ会館指定管理委託、龍門ふるさと民芸館指定管理委託、大金駅前観光交流施

設指定管理委託の３事業につきましては、今回それぞれ平成３４年度までの債務負担行為を追

加補正するものでございます。 

 主な内容について御説明申し上げます。歳出予算についてでございます。 

 総務費は、総務管理費といたしまして、産休代替職員等の欠員補充を行うための嘱託職員賃

金等の増額でございます。 

 市有財産整備費は、過去に使用しておりました旧ポンプ場の解体工事に要する経費を増額す

るものでございます。 

 庁舎管理費は、烏山庁舎に女子用トイレが不足している状況から、レンタルで設置するため

の経費の計上であります。 

 行政情報化推進費は、マイナンバー等の記載の充実に係るシステム改修に係る経費の計上で

ございます。 

 市税賦課徴収費は、確定申告受付時の待ち時間短縮など、住民サービス向上のための嘱託職

員の賃金等の経費の計上であります。 

 民生費は、介護保険特別会計繰出金として、人事異動に伴う人件費増額分を計上したもので

あります。 

 保健福祉センター施設整備費は、昨年度、荒川小学校４年生児童一同様から寄附をいただき

ました寄附金の目的に沿って、同センター敷地内に遊具を設置する費用を計上したものであり
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ます。 

 放課後児童健全育成事業費は、烏山第一・第二・第三放課後児童クラブの運営拠点について、

烏山小学校南校舎空きスペースに移転するための設計業務に要する経費の計上であります。 

 保育所等施設整備支援事業費は、市内の社会福祉法人が新たに開設する小規模保育事業所整

備に対し、国庫補助制度を活用して補助を行うための所要の経費の計上であります。 

 私立保育施設運営委託事業費は、市内の認定こども園が国庫補助金を活用したサテライト型

小規模保育事業に新たに取り組むための補助金の増額であります。 

 衛生費は、保健衛生総務費として、県の骨髄等移植ドナー助成事業を活用し、骨髄等の提供

者及び勤務先の事業所に対する奨励金について、所要の経費を計上いたしました。 

 農林水産業費は、新規就農総合支援事業費として、農業後継者が農業経営の継承に必要な施

設整備を実施する場合に、一部助成を行うための増額であります。 

 水田農業構造改革推進事業費は、株式会社化したアグリ那須烏山が県単の補助を活用し、農

機具等の整備を行うための補助金の計上であります。 

 市単独土地改良事業費は、送水管の修繕や農道の補修等について、国庫補助や県単補助の対

象とならない事業に対し、市が２分の１の助成をするための増額であります。 

 土木費は、道路保全費として、道路排水施設整備１カ所、路肩整備１カ所に係る経費であり

ます。 

 道路整備費は、社会資本整備総合交付金の配分変更に伴い、増額するもののほか、合併特例

債事業の追加、また、市が既に着手している路線の継続事業分や、各地域から要望のあった整

備箇所の調査費など、所要の経費を増額補正いたしました。 

 河川総務費は、那珂川上流区間直轄延伸５０周年を記念して、国土交通省と連携をして行う

那珂川資源活用イベントに対する交付金を計上いたしました。 

 消防費は、消防施設整備費といたしまして、消防団詰所、水防倉庫、ホース乾燥塔、サイレ

ン吹鳴装置移設等に要する経費を計上するものであります。 

 教育費は、境小学校施設整備費として、コンピューター教室空調設備の老朽化により不具合

が生じているため、改修を行うための経費の計上であります。 

 南那須中学校施設整備費は、体育館音響設備の老朽化により不具合が生じているため、改修

を行うための経費の計上であります。 

 ジオパーク構想推進事業費は、１０月に秋田県で開催される全国大会に参加するための経費

の増額であります。 

 南那須公民館施設整備費は、トイレ洋式化、及び劣化したトイレブースを改修するための経

費であります。 
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 国体開催運営事業費は、平成３４年に本市でアーチェリー競技が開催されることに伴い、

１０月に愛媛県で行われる国体の視察に要する経費の計上であります。 

 災害復旧費は、公共土木災害復旧事業費として、豪雨により被災した施設の復旧の調査に要

する経費の計上であります。 

 次に、歳入予算についてでございます。国庫支出金は、小規模保育事業所整備に係る補助金

など、子育て環境充実に要する補助採択に伴う増額等であります。 

 県支出金は、骨髄等移植ドナー助成事業費補助金や、水田フル活用促進整備事業費補助金な

どの採択に伴う増額等であります。 

 寄附金は、ふるさと応援寄附金として、全国の方々からいただきました寄附金の増額計上分

であります。御芳志に対し深く敬意を表し、御報告申し上げる次第であります。 

 繰入金は、平成２８年度決算に伴う介護保険特別会計繰入金であります。 

 市債は、市道整備に要する増額分や、辺地対策事業の配分確定に伴う減額を計上したもので

あります。なお、不足財源につきましては、前年度繰越金をもって措置をいたしました。 

 次に、議案第２号 平成２９年度那須烏山市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）につ

いてであります。本案は、国民健康保険特別会計事業勘定及び診療施設勘定の予算を補正する

ものであります。 

 国民健康保険特別会計の事業勘定から御説明申し上げます。歳入歳出予算を各２３４万

７,０００円増額し、補正後の予算総額を４１億６,８４６万５,０００円とするものでありま

す。 

 今回の補正は、特定健診受診向上事業導入に伴う業務委託費を計上するもので、財源は

１０割の補助事業として同額を国庫補助金をもって措置いたしました。 

 次に、診療施設勘定であります。予算の歳入歳出を４万７,０００円増額し、補正後の予算

総額を７,３５７万円とするものであります。内容は、境診療所の自動ドア修繕に係る修繕料

の増額でありまして、財源には前年度繰越金をもって措置いたしました。 

 次は、議案第３号 平成２９年度那須烏山市介護保険特別会計補正予算（第２号）について

でございます。本案は、介護保険特別会計予算の歳入歳出をそれぞれ５,５９０万４,０００円

増額し、補正後の予算総額を２６億９５６万４,０００円とするものであります。 

 歳出の内容は、前年度の保険給付費、地域支援事業費の実績に基づく国・県支出金等の精査

に伴う償還金等の増額の補正及び保険給付費において不足が生じることによる増額補正であり

ます。 

 歳入につきましては、前年度繰越金、国庫・県支出金等による充当財源の補正をもって措置

となります。 
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 続きまして、債務負担行為の追加について御説明申し上げます。現在、那須烏山市地域包括

支援センターは、健康福祉課に設置されておりまして、市内全域を対象に高齢者等の相談対応、

介護予防事業、コミュニティーづくりを図っているところであります。現在、６５歳以上の高

齢者は９,２０７人でございます。包括支援センターは、３,０００人から６,０００人に１カ

所設置し、高齢者の身近な相談場所として機能することが求められております。高齢者は今後

も増加することが推定されます。より住みよい地域づくりを目指し、平成３０年度に烏山地区

に地域包括センターを設置すべく、今年度中に事業所選定を行うための債務負担行為でござい

ます。 

 議案第４号は、平成２９年度那須烏山市下水道事業特別会計補正予算（第１号）についてで

ございます。本案は、下水道事業特別会計予算の歳入歳出をそれぞれ３５５万１,０００円増

額し、補正後の予算総額を４億１,４０５万１,０００円とするものであります。 

 歳出の主な内容は、精査に伴う消費税及び下水道処理施設維持管理費の修繕料を増額するも

のであります。 

 なお、財源につきましては、前年度繰越金をもって措置いたしました。 

 議案第５号 平成２９年度那須烏山市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）についてで

あります。本案は、簡易水道事業特別会計の予算の歳入歳出をそれぞれ１,０５７万

４,０００円増額し、補正後の予算総額を１億１,４６４万８,０００円とするものであります。 

 歳出の主な内容は、境東簡易水道浄水場及び向田簡易水道配水池の施設修繕並びに簡易水道

事業の水道事業への統合準備のための管網解析業務委託に伴う増額であります。 

 なお、財源につきましては、前年度繰越金をもって措置いたしました。 

 議案第６号は、平成２９年度那須烏山市水道事業会計補正予算（第１号）についてでありま

す。本案は、水道事業会計の予算の資本的支出を６３万８,０００円増額し、補正後の予算総

額を２億８,０１１万６,０００円とするものでございます。内容は、水道施設電気機械更新計

画策定業務委託料の増額でございます。 

 以上、議案第１号から議案第６号まで一括して説明させていただきました。何とぞ慎重審議

の上、可決、御決定を賜りますようにお願い申し上げまして、提案理由の説明とさせていただ

きます。 

○議長（渡辺健寿）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 ３番滝口議員。 

○３番（滝口貴史）  補正予算の第２号、一般会計補正予算（第２号）について質問させて

いただきます。何点かありますので、済みません、よろしくお願いいたします。先ほど市長の
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説明からもありましたが、詳細を知りたくてお聞きいたします。 

 民生費の中で、保健福祉センター施設整備費、荒川小学校の４年生の児童が昨年度でしたっ

け、寄附していただいて、それについて予算を計上して多分、公園のところに遊具をつくると

かそういう話だと思うんですが、具体的に場所と、どのようなものをつくるか、お願いいたし

ます。 

 その下、また民生費の児童福祉の部分、放課後児童クラブ健全育成事業、先ほども烏山小学

校に移転するに当たっての設計と言いましたが、それも詳細説明をお願いいたします。 

 次に、土木費ですね。道路新設改良費５,５９３万円。これは具体的にどこの道路を指して

いるのかお願いいたします。 

 また、去年ですか、新規道路はなるべくつくらないようにしよう、保全のほうに向かってい

こうといった話もありましたが、そういったことを含めてお話をお願いいたします。 

 次に、災害対策費、防災無線等管理費。ちょっとここの９万６,０００円とは関係ないかも

しれませんが、今、きのうも、おとといですか、北朝鮮の水爆実験がありました。その前、Ｊ

－ＡＬＥＲＴが先月ありましたけど、これに対する対策とはちょっと関係ないと思うんですが、

ちょっとそのような総務課長、説明をお願いいたします。 

 次に、教育費ですね。江川小学校施設整備費１３０万円、後ろの工事のところを見ると、ま

た敷き砂工事をやると書いてありますが、これは何回目で、これで最後なのかどうかという説

明をお願いします。 

 それと国体開催運営事業費。これは愛媛国体を見に行く旅費とお伺いしましたが、現在、栃

木国体に向けて、うちも栃木国体に向けてどこまで準備が本市としては進んでいるのか、お願

いいたします。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  民生費なんですが、工事を担当する都市建設課としてお答

え申し上げます。 

 保健福祉センター施設整備、先ほど市長説明のように、荒川小の児童の募金を利用したとこ

ろなんですが、既存のトイレの脇の芝生の公園の既存の遊具の隣に、新しい遊具を設置します。

その遊具なんですが、いわゆるＦＲＰで、スプリング遊具というんですが、下にばねがついて

いてふらふらする遊具なんですが、これを選んだ理由は、小学生なものですから、１年生から

６年生まで体格の違いとかいろいろありますので、メーカー調べて、学年や体格が違う子供も

一緒に遊べると、親子でも一緒に楽しめる遊具ということで、小学生全般的に遊べる遊具とい

うことで計画しております。 
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 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  神野こども課長。 

○こども課長（神野久志）  放課後児童クラブ関係の設計の詳細ということで、今時点で考

えられるものということで、お答えしたいと思います。 

 内容としましては、南校舎の２階の多目的室の壁の間仕切りとか、あとはその部分には空調

設備が入っておりませんので、そのような空調設備の新設、そのほか流し台の設置等、学童ク

ラブの移転に必要なものにつきまして今後、協議をして、新年度でその工事費の計上等は考え

ておりますが、そちらを算出するためのものということで、今回は計上させていただきました。 

 なお、この手続を進めるに当たりまして、ことしの５月の下旬に烏山小学校の校長先生、そ

れから教頭先生のほうとは、関係者とともに今回の移転の内容等の説明を申し上げまして、御

理解は得ております。今回の件につきましても今後、確定し次第、また説明に上がりたいと思

っております。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  私のほうは、予算書の１５ページ下のところの土木費の道

路橋梁費の道路整備費５,５９３万円の説明をさせていただきます。 

 道路整備費は、いわゆる国庫の交付金、合併特例債、あと純粋な単独事業とその３つの合計

で予算は計上していますが、今回の５,５９３万円の内容は、交付金でやっている社会資本整

備事業が約２００万円ほど国から多く交付されまして、２００万円が増額になっております。 

 次に、合併特例債を活用した事業で、これで２,０００万円ちょっとなんですが、内容は、

中央二丁目の、路線名が中央二丁目鍛冶町泉町線、皆さんにわかりやすく言いますと、石原肉

屋さんから東に行って、健康管理センターから中央公園から鍛冶町に行く路線なんですが、今

回、計上したのは、長年、懸案事項でありました用地補償がこのたびまとまるということで、

２,０００万円ちょっと、それは用地費と住宅１軒を動かす費用でございます。これを長らく

時間を要したんですが、今回、解決する見通しになりましたので、約２,０００万円というこ

とですね。 

 それと次に、単独の改良工事としまして、小河原の二原線という路線名なんですが、こちら

の改良工事と、あと向田の赤芝円道内線って向田の川南の道路の調査費ですね。それとあと、

これも懸案事項なんですが、かつての鴻野山の今、太陽光になりましたけど、東宇都宮カント

リークラブから鴻野山駅の未解決の用地が今回めでたく契約できる見込みがありましたので、

そちらのほうで３,３００万円ということで、合計５,５９３万円、今回、補正させていただき

ました。 
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 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  うちのほうからは、Ｊ－ＡＬＥＲＴの関係で質問がありましたの

で、お答えしたいと思います。 

 先ほどのミサイル発射に伴いまして、Ｊ－ＡＬＥＲＴが発せられたということで、南那須地

区につきましては、防災行政無線で、あれは連動していますので、自動的に発せられるという

ことになりまして、あとについては携帯等に一斉に配信になったと。あとはテレビ、ラジオ等

での受信での情報発信ということでなってしまいました。 

 それが発せられた後、危機管理担当のほうが参集しまして、いろいろ情報収集等を行ったと

ころでございます。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  岩附学校教育課長。 

○学校教育課長（岩附利克）  江川小学校の敷き砂工事ということで、今回何回目というよ

うなお話があったかと思いますが、平成２８年度に２回やっておりまして、今回３回目になり

ます。前の２回で校庭の北側半分は実施済みです。南側については前回やっておりませんで、

今回、南側をやる予定でございます。 

 それで、今後の予定というようなことでございますが、一応今回のである程度はいいのかな

という形では考えておりますが、状況によってはまた、いつということではないんですが、砂

をまくことはあるかもしれません。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  先ほどの国体開催運営事業費のことにつきまして、どこまで

準備が進んでいるかという御質問だったかと思います。全体的に見まして、申しわけございま

せんが、多分２０％程度のただいまの準備段階です。 

 会場の整備につきましては、防矢ネットのほうを設置させていただきましたけれども、主た

る附帯の設備につきましては、ほとんど仮設となるものですから、整備については前年もしく

は当該年にリース等で整備をする予定で進めてはおります。ただ、管理等々そのほかの部分に

ついては、今回、愛媛のほうに視察に行くに当たりまして、施設整備のほうもございますので、

今のところ都市建設課の職員を伴って視察をして、どういった整備がいいのかというところで

また計画を立てたいと。 

 県のほうの補助金につきましても、ようやく要綱等が固まってきたところですので、それを

見据えて有利な補助金のほうを活用しながら整備を進めていきたいと。施設についてはそうい
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うところでございます。 

 大会運営につきましては、実際、競技団体のほうといろんな大会を通してノウハウを蓄積し

ているところでございます。今年につきましても、５月に高校の関東大会のほうを開催いたし

まして、多少参考にさせていただいているところでございます。これからも機会があればそう

いった大きい大会のほうを見に行ったりとか、運営のノウハウのほうを勉強していきたいとい

うふうに考えてございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（渡辺健寿）  ３番滝口議員。 

○３番（滝口貴史）  何点か再質問させていただきます。 

 ＦＲＰのばねがついた、僕がイメージするには動物が描いてあるような乗り物だというよう

な感じがするんですが、どれぐらい、何台ぐらい設置するものですか。１３０万円でどのぐら

いできるものか、ちょっと教えてください。 

 それと、放課後児童クラブについては了承しました。 

 道路整備費については、先ほど私が最初に質問した、去年どんどん保全に向かっていくとい

う話があったと思うんですが、ここは緊急を要する道路で早くやらなくちゃいけない道路なの

かということを、再確認でもう一回お願いいたします。 

 防災無線については、６月の定例会質問で私させていただきましたが、やはりもう五、六年

かかってしまうという、同じような状況にするにはそのぐらいお金もいっぱいかかってという

ことでしたが、烏山地区の方で、このＪ－ＡＬＥＲＴが行き届かなかったとか、そういったこ

とはなかったのでしょうか。私らも、朝早かったものですから、何のサイレンかもわからない。

それは全国的にそうだったと思うんですが、そういったＪ－ＡＬＥＲＴに対するこれから訓練

等はする予定であるんでしょうか。 

 さくら市が来週やると言っているんですが、それを見に行く予定とかは、今度の日曜日、あ

るのでしょうか。ミサイルの発射に向けての訓練を、宇都宮市で先月、総合防災訓練のときに

やったと新聞に載っていましたが、それでさくら市が今度の日曜日にやるといって、それがま

たＪ－ＡＬＥＲＴの本当のそれはサイレンを鳴らしてやるという訓練をやるような話をしてい

ましたので、参考にしていただければと思います。 

 江川小については了承いたしました。国体も了承しました。 

 今の３点についてお願いいたします。 

○議長（渡辺健寿）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  それでは、遊具についてお答え申し上げます。 

 設置する遊具は、１基でございます。大きさは、これは４メートル真角ぐらいな、イメージ
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としてですね。それで、一遍に五、六人乗れますので、先ほど説明したように、低学年から高

学年まで学年に関係なくみんなで仲よく乗れるという遊具を設置いたします。 

 次に、道路整備に関しましては、今回、金額的に大きな箇所が２カ所なので、まず１カ所の

中央二丁目鍛冶町泉町線という先ほど言った中央公園のアクセス道路の整備なんですが、そち

らに関しましては、ようやく長年、地権者とようやく契約の運びになりそうなものですから、

これを契機に契約しないと後でチャンスを失うということで、今回、緊急に計上させてもらい

ました。それで全てあそこの箇所の懸案事項は解決します。 

 もう一つの二原線の道路改良につきましては、この事業は平成２４年度から事業着手してお

りまして、現在までに地権者の協力体制が全て終わりまして、全て用地は取得しております。 

 ただ、あそこの箇所は起債とか交付金事業とか対象にならないので、純粋な単独事業で今ま

でやってきていたんですが、御存じかもしれませんが、道路と平行して大きな用排水路、

６００の断面がありまして、それのつけかえ工事を優先的に昨年度までやりました。現場がす

ごい暫定施工で、何と言ったらいいですかね、つけかえた水路と現道の間が、極端な話、雨が

降ると、沼になってしまいますし、山側からの湧水ですね。 

 それとあと御存じかもしれませんが、クランクの箇所が２カ所ございます。そちらの解消が

ないものですから、幸い用地が全て取得していますので、今回、事業費を投入して、その危険

箇所を解消するということで、今回、計上させていただきました。 

 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  Ｊ－ＡＬＥＲＴが聞こえないという件につきましては、旧烏山地

区だと思いますが、１軒ほど、ほかは鳴っているんだけどうちのは何もないというようなお知

らせがありました。防災無線については、今後またそういうのも考えながら検討してまいりた

いと考えています。 

 また、訓練については、果たしてそのミサイルの来たときの防災について、どういった措置

がいいのかというのはいろいろ議論があるところでございまして、ほかの訓練等の状況も参考

にしながら、今後、消防団等と訓練については検討してまいりたいと考えています。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  ３番滝口議員。 

○３番（滝口貴史）  じゃあ、最後に道路ですね。烏山中央のほうは了承しました。小河原

のほうは、この３,５００万円で終わるんでしょうか。それが１点ですね。これが最終でもう

終わるのか、これから継続でまだまだお金がかかるのか、お聞かせください。 

 もう一点、福田課長のほうですね。僕、今回、本当はこれ一般質問でやろうかと思ってずっ
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と考えていたんですけども、防災、ミサイルが、北朝鮮があれだけ動いてきて、このような今、

状態で、核弾頭までつけられたミサイルが発射された。発射されてもどうしようもすることも

我らもないかもしれませんが、この前は北海道のほうを通過して、それから１,０００キロ飛

んだということで、日本の本土には何も問題がなかったといえばそれで終わりなんですが、や

はり、何て言うんですかね、ホームページには、Ｊ－ＡＬＥＲＴが鳴ったら何だって載ってい

ますね。 

 たしか僕は那須烏山市は結構ホームページに載せたのは早かったと思います。ほかの市町村、

県内の市町村見ても早かったと思います。ただ、ホームページを見られる人というのはやっぱ

り限られる世代ですね。ですからこれがお知らせ版にでも、もう９月の今週末に発射されるか

もしれないミサイルが予想されていますけども、そういったときに、例えばどうするのか、市

民をどうやって守るのかという体制が今できていないのは、正直おかしいと思うんですね。 

 訓練をやっている、やっていないもありますけども、この前の宇都宮市の新聞にあれだけで

かく載ったんですから、それをちょっと気にしていていただけなかったのはちょっと残念です、

僕は。それと、さくら市が本当に今週末やるのを連絡して、どのような体制でやるかぜひ見て

きていただきたいと思います。 

 最後にこれは市長、この件に対してどう思うか、所感だけ聞かせてください。お願いします。 

○議長（渡辺健寿）  大谷市長。 

○市長（大谷範雄）  ミサイル発射の当日、６時２分ぐらいだと思いますけれども、そのよ

うな、東日本を驚愕するような大きなやっぱり……、大きく危機感を感じたわけであります。

その際に、私どもの総務課に確認をいたしましたところ、６時には職員全員が危機管理態勢を

して、そういったＪ－ＡＬＥＲＴの行動に走ったというようなことで、大変やっぱり危機的な

意識を持っていただいていることは大変、私も感謝しているところでございます。 

 したがって、私もあのときの情報は、テレビの情報によると、北海道の上空を通過して、

６分後には襟裳岬の１,２０８キロだったかな、のところに着水したというようなことで、こ

れは極めて危険な行為であって、これはやっぱり漁船がいたり、民間の航空機が上にいたりと

いうことは当然あるわけだから、そういった意味では本当に人ごとではない、やはり断固とし

た対応をとるべきだというような個人的な感想を持ちました。 

 市でできることは、さっき御指摘のように、やはり訓練をすることが一番だと思いますので、

そういった先進事例もあるから、そういったところをやっぱり視察に行きながら、本市として

も早いうちに防災訓練をやるべきであると、このように考えています。 

○議長（渡辺健寿）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  先ほどの小河原の道路の件についてお答えします。 
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 この道路は、全体で４７０メートル、工事区間があります。今回３,５００万円を計上した

んですが、そのうち大体半分ぐらい今回、終わる予定でございます。その後、当然、半分残り

ますので、あと同じ３,５００万円程度、今後必要となりますので、そういうことになってお

りますので。 

 それで今回、このお金をやれば、その最も危ないところが対処できますので、その後の計画

につきましては、財政計画と照らし合わせて、随時施工したいと思っています。 

 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  平成２９年度の各会計の補正予算でございますが、まず１４ページ

の農業振興費の新規就農総合支援事業費というのが６００万円載っております。新規農業者が

担当したのかどうかわかりませんが、この内容についてお知らせいただければなというふうに

思います。 

 下に、１５ページのイノシシ捕獲促進強化事業費というのが３万円載っておりますが、これ

は何か対応されるのかどうかね。 

 その下に森林・山村多面的機能発揮対策事業費１６万８,０００円とありますが、この中身

についてお示しいただきたいと思います。 

 １６ページの消防施設整備費、２,３０３万１,０００円というふうにありますが、これはど

この消防施設なのか、説明をいただきたいと。いつごろまでに完成するのか、内容をお示しい

ただきたいなと思います。 

 １８ページの南那須公民館、烏山公民館等の費用が載っておりますが、それぞれの内容につ

いてお示しいただきたいなと思います。 

 次に、国民健康保険会計の補正予算でございますが、７ページの特定健診の事業費というの

が２３４万７,０００円載っておりますが、これは新たに国からの支出金ということでござい

ますので、やっている事業に対して国からそういうお金が出たというふうな理解でいいのかど

うか、その事業の中身についてお示しいただきたいと。 

 また、９ページには、境診療所の４万７,０００円の何か修繕等があると思うんですが、そ

の中身について説明をお願いしたいと思います。 

 次に、議案５号の簡水事業、それの５ページでございます簡水の施設整備費が３９８万

６,０００円、その上には総務費として簡水の施設維持管理費が６５８万８,０００円載ってお

りますが、それぞれの中身について説明をお願いいたします。 

○議長（渡辺健寿）  菊池農政課長。 

○農政課長（菊池義夫）  今、平塚議員からの御質問でございます。１４ページの農業振興
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費、新規就農総合支援事業費６００万円の補正でございますが、本市の新規就農促進事業実施

規定がございます。その中の要件の中で、新規就農者に対する助成、さらには親元就農への助

成、さらには新規就農を志す方への研修への助成、今回補正いたしました内容は、４つ目の拡

充版ということで、両親等への農業後継者対策、この辺の支援をやはり新規就農とあわせてや

っていくべきだろうというところで、今回、農業経営の継承に必要な施設整備に対する助成と

いうことで計上させていただいております。 

 内容につきましては、国・県の補助事業の採択を得た事業に対し、非常に総事業費で１億円

を超える設備の整備等に係る部分に対する助成でございます。本市該当する事業及び該当者に

ついては、畜産担い手公共事業が本年度スタートしております。この２軒の畜産農家に対して、

事業費の３％を助成するものでございます。 

 続きまして、１５ページ、イノシシ捕獲促進強化事業費３万円でございます。これにつきま

しては、イノシシの捕獲に当たりまして、免許の新規取得者への補助ということで、当初予算、

５名分ございましたけども、捕獲者の新規の取得者がふえておりますので、１人当たり

５,０００円の補助でございますが、６人分を３月まで想定して補正するものでございます。 

 ちなみに、わなの取得については１万４,５００円かかるそうです。銃については１万

５,５００円かかりますので、それらの５,０００円分を補助するという内容でございます。 

 ３番目は、その下の森林・山村多面的機能発揮対策事業費１６万８,０００円でございます

が、これにつきましては、里山の保全というのが地域密着型の事業であるということで、県の

ほうに地方も負担をしなさいという必須の通達が来ました。その関係で、本市では那須烏山市

の里山を守る会ということで、こども館の周辺の山林約８町歩ございます。８ヘクタールござ

いますけども、その整備するに当たりましての負担割、市は８分の１を負担いたします。この

分の負担金を計上させていただいております。 

 その負担割につきましては、国が４分の３、県が８分の１、市が８分の１ということで、市

の８分の１の負担割のうち、１０分の７は特別交付税の措置があるというふうに通達でありま

した。 

 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  私のほうは、１６ページの消防施設整備費のほうに答えたいと思

います。 

 こちらは、２分団３部、向田地区の消防団の詰所となります。あとサイレン吹鳴装置等でご

ざいます。詰所につきましては、旧向田小学校の体育館の北東部というか、そちらのほうの敷

地内に設置しまして、サイレン吹鳴装置につきましてはそれより熊野神社のほうへ上がったと
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ころの交差点あたりにつける予定でございます。年度内に完成の予定です。 

○議長（渡辺健寿）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  １８ページ、南那須公民館施設整備費と烏山公民館施設整備

費のことでよろしかったんですよね。 

 南那須公民館の施設整備につきましては、説明の中で市長からもありましたとおり、南那須

公民館のほうのトイレの改修が主でございます。男子トイレ、女子トイレ、それぞれに洋式化、

男子のほうは１基、女子のほうは２基、洋式に交換するというものと、トイレブースのほうの

間仕切りが相当老朽化しておりますので、そちらの交換ということでございます。 

 烏山公民館の施設整備費につきましては、下水道の、体育館のほうもそうなんですが、接続

のための設計委託料でございます。 

 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  佐藤市民課長。 

○市民課長（佐藤加代子）  私のほうから、国民健康保険特別会計の補正予算について、御

説明申し上げます。 

 まず、７ページの特定健康診査等事業費２３４万７,０００円でございますが、こちらは新

規の事業でございまして、本市においては特定健診の受診率が非常に低いということがありま

して、受診率を上げるための事業としまして、国保連合会に委託しまして、とくナビＡＩとい

う人工知能を活用した特定健診未受診者への受診の勧奨を行うというような事業でございます。 

 特定健診を受けない方には、全く受けていない方、あるいは不定期に受けている方、何年か

置きに受けている方というような、そういった個々の事情で受け方が変わっているんですが、

そういったものを分析しながら、それぞれのパターンに合わせた勧奨通知を通知するというよ

うな事業でございまして、こちらの事業については、特別調整交付金の保険事業として１０割

の補助をいただけるということですので、本年度、本市において導入をすることにいたしまし

た。 

 続きまして、診療施設勘定のほうの９ページ、境診療所の一般管理費ですが、こちらは自動

ドアのセンサーが不具合を起こしておりまして、その自動ドアのセンサーを修理するための部

品の交換が必要になっております。事業費は２４万６,０００円かかるんですが、当初予算で

２０万円計上しておりますので、その不足分の４万６,０００円を今回、計上させていただき

ました。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  佐藤上下水道課長。 

○上下水道課長（佐藤光明）  平塚議員の御質問にお答えいたします。 
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 簡水特別会計の５ページの２款の事業費の施設整備費３９８万６,０００円につきましては、

４つある簡易水道事業を平成３２年度末に水道事業へ統合する準備としまして、配水管路の接

続関係がうまく機能できるのか、給水に不都合が起こらずに給水がうまくできるか等の調査検

討・解析をする業務委託を実施する費用でございます。 

 １款の総務費、施設維持管理費の６５８万８,０００円につきましては、境東簡水の浄水場

テレメーターの修繕、それから向田簡水の配水池の流量計の修繕を行うものでございます。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  よろしいですか。 

 ほかにありましたら。 

 １５番中山議員。 

○１５番（中山五男）  私は事前に通告した部分以外に二、三、質問申し上げたいと思いま

すので、どうぞそれも含めてお願いしたいと思います。 

 まず、５ページを開いていただきたいと思います。ここに債務負担行為で山あげ、龍門ふる

さと、大金駅前の観光施設と３つありますね。これはわかりました。それで、これは農政課長

の担当ではないかと思うんですが、いちご園とパン工房、あそこの施設はもうこの指定管理の

契約期限が切れているはずですね。現在どのような管理になっているのか、これからどうしよ

うとしているのか、それについてまず１点お伺いしたいと思います。 

 次に、補正予算の１１ページですが、ここに、これは総務課の２款１項１０目の右側の下か

ら３番目の説明欄に、行政情報推進化費として４０９万７,０００円ほど計上してあります。

これ、具体的にどのような内容なのかですね。私はパソコンは３１５台ほど市役所で所有して

いるものですから、それの維持管理か買いかえかと思いますが、そうではないように話を聞い

たものですから、これについてお伺いしたいと思います。 

 ３点目は、１３ページです。ここに３款２項１目、ここの説明の欄の４欄目に、保育所等設

置整備費事業費の補助金として２,４３６万５,０００円を計上しています。これは今までにな

かった新しい予算なものですから、お伺いしたいと思うんですが、このことについてお伺いし

たいと思います。 

 これは議員全員協議会でしたっけ、市長の説明でもちょっとありました、何か新しく小規模

の保育所ですか、これをつくるような話がありましたが、これなのかなと思っていたんですが、

これは担当課長さん、９月１日の新聞にも出ておりましたが、まだまだ全国では２万

６,０００人ほどこの待機児童がいるということなんですが、ことしのこれから提案される平

成２８年度の行財政報告書、これを見ますと、つくし幼稚園では定員２７０のところ１０５人

ですから、４割ぐらいですね。まだまだ相当の余裕があります。あと保育園も、すくすく、に
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こにこ、七合、これを合わせた定員が３１０名のところ、園児数が２４６ですから、まだまだ

これも余裕があるわけですよね。いずれの保育園も余裕があります。定員に達していません。 

 そのような中、私立の小規模の保育園が果たして運営ができるのかな、それに補助金を交付

して適当なのかなというような疑問を持ったものですから、このことについて質問をするわけ

であります。 

 次に、１４ページの、これは農業費なんですが、農林水産業費なんですが、説明欄の右側、

下から２番目に水田農業構造改善改革推進事業ですね。これは新しい事業ですよね。今までこ

ういう事業名では計上されていなかったと思います。８０６万６,０００円ですね。これはど

のような事業なのか御説明をいただきます。 

 それで、これは農政課長さん、歳入を見ますと、県の補助金で水田フル活用促進整備事業と

いうことなので、多分これが額が同じですからそうじゃないかと思いますが、こういった歳入

と歳出で別な事業名にしておきますと、私らも非常にこれがどれがどうなのかわからなくなっ

ちまうんですよ。ですから、これは統一した事業名で、これは今回に始まったことではありま

せんが、各担当課長さんもこれからもよろしくお願いしたいと思います。 

 それと、これは簡易水道の関係で、先ほど平塚議員が質問したところなんですが、歳出の委

託費で３９９万６,０００円、計上、今回、課長、しましたね、これね。それで、これは当初

でも２５２万５,０００円、計上してあります。合わせますと６５０万円になるわけなんです

が、これでこの４つの簡易水道を合わせて上水道に統合する関係の調査費というのは、これで

全て済むのかどうか、これについてお伺いしたいと思います。 

 もう一点お伺いします。これは水道会計の５ページなんですが、５ページ見てもらいますと、

右側のやっぱり説明欄に、委託費としまして６３万８,０００円、載っていますね。これも新

しい予算ですね。今までになかったと思います。この委託費、これは多分、計画書の策定費か

何かではないかと思いますが、このことについて御答弁をいただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  石川商工観光課長。 

○商工観光課長（石川 浩）  一般会計補正予算のほう、５ページの債務負担行為につきま

して、山あげ会館の部分のパン工房につきましてお答え申し上げます。 

 パン工房につきましては、山あげ会館の１階の入り口のところにございます。現実的には障

害者の方の貴重な雇用の場という形で現在、運営をしておりますので、将来的には、全体的な

プランの中で再検討は必要だとは思いますが、山あげ会館の中の物産のコーナーもあそこでい

いのかというところもありますので、建物全体の利用を再度検討していく中で、パン工房や物

産の位置については検討してまいりたいというふうに思っております。 
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 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  菊池農政課長。 

○農政課長（菊池義夫）  ただいまの指定管理に関連しまして、観光いちご園、それからパ

ン工房、藤田の体験むらのパン工房の状況について御説明申し上げます。 

 いちご園につきましては、本年５月３０日に指定管理を廃止いたしました。この今後の今の

管理につきましては、新規就農者１名が管理を継続しております。この者は国の青年給付受給

者として年間１５０万円、最大５カ年受給できる対象でございまして、いちごの栽培に熱心に

取り組んでおりまして、１２月のいちご園の開園、あわせて出荷に向けて今、準備を進めてい

る状況でございます。これらに対する市の持ち出しは今ございません。 

 それから、大和久福祉会が経営しておりますパン工房でございますが、今年３月３１日をも

って指定管理廃止ということでなっております。現在につきましては、一旦、市の普通財産に

いたしまして、無償貸与という形で大和久福祉会が継続的に行っております。 

 宅地の底地部分、建物の底地と、それから現在も駐車場として使っております宅地分につい

ては、市がお支払いをさせていただいております。それのみでございます。 

 それから、予算のほうの１４ページ、水田農業構造改革推進事業の８０６万６,０００円で

ございますが、これは歳入のほうにもございますように、県の事業でございまして、株式会社

アグリ那須烏山が事業の採択を受けて、ＷＣＳの収穫機等の購入を行うものでございます。ト

ンネル事業でございますが、総事業費２,６１３万円、３分の１以内の補助でございます。 

 それから、この事業の科目につきましては、やはり整合性をとる意味で、わかりづらいかと

思います。この辺につきましては、財政のほうと調整させていただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  佐藤市民課長。 

○市民課長（佐藤加代子）  私のほうからは、１１ページの行政情報化推進費について御説

明させていただきます。 

 今回の補正は、主に個人番号制度に係りますマイナンバーの記載事項の充実に係るシステム

の改修費ということで、基幹系システムを改修する費用が３５０万円ほど、それから厚労省関

係で、国が示すマイナンバーの標準レイアウトというものが変更がありましたので、それに伴

うシステムの改修費が６４万８,０００円ほどになっております。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  神野こども課長。 

○こども課長（神野久志）  ただいまの中山議員の御質問にお答えいたします。 

 まず、保育所等施設整備支援事業費の内容なんですが、国の補助金が２,１６５万
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８,０００円、それから市の補助金ということで２７０万７,０００円ということで予定してお

ります。これは現在、考えておる建設事業予定、法人のほうで考えている事業費に対しての、

国のほうが３分の２、それから市のほうが１２分の１という計算で算出しております。 

 なお、内容につきましては、１２名の０歳から２歳児のお子さんを対象とした小規模保育所

ということで、場所については旧宮原保育園を、建物の室内等一部改修等を実施するというこ

とで、年内から年明け早々ぐらいの整備を法人のほうで予定しておりまして、新年度から受け

入れということで考えておるようです。 

 続いて、あわせて受け皿の関係での御質問についてお答えいたします。 

 まず、市のほうで受け入れる余裕があるのではないかということでございますが、なかなか

臨時嘱託の保育士さんの確保を、お知らせ版等で実施しているところなんですが、いろいろ待

遇面とか、ちょっと理由はわからないですけれど、応募いただけないということで、その受け

皿が確保ができないというのが実態でございます。 

 なお、一方でやはり０歳から２歳の受け皿も必要ということで、最近そういう需要も高まり

つつあるということから、今回の小規模の保育事業所については必要かと思っております。 

 なお、人材等の確保については、法人のほうでは既にその開設に向けて準備を進めておるよ

うでございます。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  佐藤上下水道課長。 

○上下水道課長（佐藤光明）  まず、簡水事業のほうでございますが、４つの簡水がござい

まして、興野簡水、向田簡水、境簡水、境東簡水、４つございまして、地理的な関係上、興野

簡水につきましては、興野大橋を渡らないといけないということなものですから、そちらにつ

きましては統合ができない。 

 それから、境東簡水につきましては、地形的にちょっと無理があるということで、施設の統

合はできないということで、向田簡水と、それから境簡水につきましては統合しようというこ

とで進めております。 

 委託費につきましては、こちらで計上した金額で全て終わりということで解釈してよろしい

と思います。 

 それから、水道事業、当初いただきました１,１１７万８,０００円のうち、電気設備の更新

計画につきましては既に委託済みでございまして、そちらにあわせまして送水ポンプ等のサイ

ズ、こちらにつきまして、人口減少等を踏まえまして、ポンプサイズ等の検討を加えることも

今回追加したいということで、６３万８,０００円の経費を計上させていただいております。 

 以上です。 
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○議長（渡辺健寿）  １５番中山議員。 

○１５番（中山五男）  神野課長、１点お伺いしたいんですが、先ほどの、これは宮原保育

園を改修して、小規模な保育園受け入れをつくるって、これはわかりました。それ以外の小規

模の保育園にゆうゆうランド那須烏山園というのがありましたね。これは行財政報告のほうに

も載っておりますが、ここの運営はどうなんですか。今も順調にやられているんでしょうか。

まず１点だけ。 

○議長（渡辺健寿）  神野こども課長。 

○こども課長（神野久志）  ただいまの御質問について、お答えいたします。 

 ゆうゆうランドにつきましても入所希望が多い状態で、順調に今のところ運営されている状

況でございます。 

○議長（渡辺健寿）  １５番中山議員。 

○１５番（中山五男）  提案理由の説明というのは大きい事業のみで、小さいところは説明

されておりませんので、果たしてこういった事業が当初またこの中に含まれているかどうかわ

かりませんので、２点ほどお伺いしたいと思います。 

 まず１点目お伺いします。去年から８月１１日を山の日の記念日になりましたね。それで、

ことしは栃木県が全国大会の番になりまして、那須町で大々的にやりました。それでこれは大

谷市長も出席したように新聞報道でありましたが、それでこの山の日記念事業に合わせて、ほ

とんどの市町村が何らかの事業を実施しているんですよ。これは新聞にも報道されました。 

 しかし、残念ながら那須烏山市は何もやっていないような気がするんですが、この辺のとこ

ろ、何で取り組みしなかったんでしょうか。それともしたんでしょうか、これは。この辺につ

いて１点。 

 もう一点お伺いします。これも教育費の中に含まれているかどうかわからないんですが、い

じめ対策についてですよ。いじめ対策防止法というのも３年か４年前にもう法律で制定されま

したね。この法律の趣旨というのは、まず先生方と子供たちにきっちりと内容を教えてやらな

いと、いじめに関する法律がわからないと思いますが、この辺のところ、学校ではこの法律等

が説明されているんでしょうか。また、それらに関する講師か何かをお願いした予算があるの

かどうか、お伺いします。 

○議長（渡辺健寿）  両方総合政策課長。 

○総合政策課長（両方 裕）  私のほうからは、１点目の山の日関係の事業につきましてお

答え申し上げます。 

 予算関係につきましては、議員御指摘のとおり計上はされてございませんが、今年度、連携

事業といたしまして、県のほうに報告して実施いたしましたのが、豊島区との交流事業という
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形で７月２９、３０日、農政課のほうが中心になった事業が、毎年度行っている事業を山の日

の連携事業と捉えまして、県のほうと調整いたしまして、パンフレット等に載って周知をして

ございます。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  岩附学校教育課長。 

○学校教育課長（岩附利克）  それでは、教育費の中でいじめ防止に対する対策の予算はと

いうことでございますけれども、いじめ防止という形での予算は計上しておりません。ただ、

悩みごと相談というようなことで、学校教育課にいる指導主事、またはすこやか推進室等で相

談の窓口になっております。 

 また、各学校では、これは各学校のホームページ、ちょっと見ていただければと思うんです

が、全学校、いじめ防止基本方針というのを定めておりまして、それがその中でいじめ防止連

絡協議会などを設置しまして、これは定期的に行うということでございますが、そのような対

策をしております。 

 また、子供たちについては、いじめに対しては朝の会、朝会とか校長先生などの講話等で子

供たちへの周知はされているというようなことでございます。 

 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  中山議員、３回で、よろしいですか。 

○１５番（中山五男）  結構です。 

○議長（渡辺健寿）  ここで暫時休憩いたします。 

休憩 午後 ２時１３分 

 

再開 午後 ２時２５分 

○議長（渡辺健寿）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ８番渋井由放議員。 

○８番（渋井由放）  二、三点お伺いしたいと思います。 

 １８ページの烏山の図書館の施設の整備費ということでございますが、これは下水道につな

ぐというようなことかなと思います。現在ある浄化槽を撤去するのかなというふうに思います

が、今回、下水道の料金というのが補正されていませんが、大体、月でどのぐらい下水道料金

がかかる見込みなのか、お示しいただければと思います。 

 あとはこの前、議員全員協議会で御説明いただきました地籍調査、５００万円の補正という

ことでございました。それは曲田地区でございましたが、確認のためなんですけれども、まず

１つ、今後おおよそどのぐらい、今回の補正で終わるのか、今後まだまだかかる予定があるの
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か。あと、大木須地区でもやっておりますけれども、大木須地区は問題なく進んでいるのかと

いう、その２点、お願いしたいと思います。 

○議長（渡辺健寿）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  ただいま御質問ありました１８ページ、図書館の施設整備費

ですね。下水道につなげば下水道の使用料等の発生があるということでございまして、月どの

ぐらいを想定しているかという御質問だったかと思いますが、これにつきましては大体、今の

ところ２万から３万ぐらいを予定はしてございます。 

 今回、御指摘のとおり工事費のみで、手数料のほう等、増額の補正はしてございませんが、

一応、工事費のほうをいただいて、工事期間によりましてその支払いの額も変わってくるとい

うことでございまして、こちらといたしましては、つなぎ終わってから現予算の手数料残で調

整していきまして、１２月あるいは３月の補正でその分の増額をしようということで、今回は

載せてございませんでした。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（渡辺健寿）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  私のほうからは、１５ページの上のほうの地籍調査事業費

の説明をさせていただきます。 

 議員御指摘のように、先日、説明した曲田３地区の今回修正ということで、その修正に要す

る費用を今回、計上させていただきました。中身は、新しいくいのくい代とか、あと仮払いと

かくいを打つ業務委託料ということで、５００万円程度ということで今回。 

 これがこれからスタートラインに立ちまして、修正作業に入りまして、今年度５００万円と

いうことで、来年度、今度、測量をかけますので、それで約、見込みで１,５００万円という

ことで、この修正作業で合計して２,０００万円ほど見込んでおります。 

 以上でございます。 

 それで、同時進行で烏山地区の大木須につきましては、工程どおり順調に行っていまして、

今のところ何の問題もございません。 

○議長（渡辺健寿）  ８番渋井議員。 

○８番（渋井由放）  民法で、ちょっと間違っているかあれなんですが、１６２条だったか

と思うんですけれども、悪意であって２０年で時効が来るというような、時効取得というもの

があるのかなというふうに思っています。それで、これみんなで周りできちんと証明できれば、

時効で取得できると。国はもちろんそんなの認めないよと言っていますから、当然、裁判をす

ると、こういうような手法もあるのではないのかと。 

 そうすれば、５００万円かければ時効の取得によって残りの１,５００万円かけなくてもと
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れると。極端な言い方をすればですね。そういう方法を考えたことはありますでしょうか。 

○議長（渡辺健寿）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  ちょっと言葉悪くなっちゃうんですが、その時効取得で取

得したのは誰だということが問題になってしまいまして、私どもは国土調査に基づき忠実に公

図等を修正するために調査は入っているわけなんですが、その取得ではないという認識があり

ますので、要するに先日お話ししたとおり、私どものできた成果品が法務局の審査を現在にお

いて通過していないということで、それを通過するために修正作業をするということで認識し

ております。 

 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  ８番渋井議員。 

○８番（渋井由放）  もちろん取得するのは、所有者だと主張した方ですから、裁判をやる

のも所有者だというふうに言っている方になるのかなとは思いますけれども、一応そういう説

明、地元の方にこうなんだよという説明の中に、そういう方法もあるよということをしっかり

して、それじゃ俺らやってみっかと、こういうふうになるかもしれませんので、一応、民法で

はそういう規定は間違いなくあるということで、選択肢の１つではないのかなというふうに思

いますので、その辺も。ただ皆さん納得してくいを打ったわけでしょう。これからくい抜くよ

といったときに、果たしてどうなのかなと、その心配があるので、大変御苦労でも頑張ってく

ださい。 

 それで、民法による取得するんだと、こういうふうになれば、やっぱりまた別な展開になっ

てくるのかなと、このように思います。 

 答弁は結構です。 

○議長（渡辺健寿）  ９番久保居議員。 

○９番（久保居光一郎）  ただいま上程されております一般会計の補正予算、これの１０款

の教育費、２目の文化財保護費の中で補正されております６１万１,０００円のうち、説明の

ほうを見ると、ジオパーク構想推進事業費、これが５２万４,０００円とあります。 

 それでちょっと、これについて聞きたいんですが、これと合わせて、これは文化振興課、糸

井課長の所管になるかと思うんですが、いろいろちょっと広げて聞かなくちゃならないと思う

ので、御了承いただきたいと思います。 

 まず、何カ月前ですか、三、四カ月前に、ジオパークの国の指定か何かを受けるのに、千葉

のほうに審査会に行きましたよね。それで落ちたという話で、落ちたというか、受からなかっ

たということでございますけど、それの内容について、なぜ落ちたのか、その辺について、ち

ょっと一言御説明をいただきたいと思います。 
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 それから、ジオパークについてなんですが、私はこれは以前から余りジオパークは肯定的で

はないんですが、今回いただいたこの平成２８年度の決算書の中には、去年もジオパーク関係

で８３０万円ぐらい予算とってありますよね。これをやっていて、最終的には国の認定を受け

るのはもちろんでしょうけども、本当に世界の、山あげ祭じゃありませんけれども、そこまで

の認定を受ける気でやっているのか。 

 冒頭、私が言いましたように、文化振興課はこのジオパークも今やっているわけですね。そ

れから烏山城の６００年の築城についてのあれも進めている。それから長者ヶ平も進めている。 

 そのほかに、資料館が今ないわけですね。うちの市にはね。その資料が、これは旧烏山郷土

資料館の分が七合中学校、同じく旧南那須の民俗資料館の資料も七合中にほとんど眠っている

状態だと思うんですが、こういう資料、今までの飾ってあった、展示されていた郷土資料、民

俗資料、それから長者ヶ平とか烏山城とか、それから今度また新たにジオパークっていうこと

なんですが、これ全部、最終的な目標というのは、その目標といいますか、そういうのはきち

んと掲げて決まっているんですか。何はどんなふうにするんだと。今私が言ったこのジオパー

クだってそうです。これは世界遺産の登録を目指すんだとか、それから烏山の築城にしても、

どういう形で残すんだ。資料館については、私は前から、今、山あげ会館がこれからせっかく

のですよ、去年、ユネスコ無形文化遺産登録に１２月１日になった。それがせっかくの今度、

初めての秋のシーズン、これが９月から来年の３月まで休館と書いてありましたね。お知らせ

版には。 

 そういうことを考えると、何かみんなごっちゃごちゃになっていて、これは課長も本当に、

みんな一生懸命やっているんだけども、それが全て最終的にどうやっていいのか、苦慮してい

る部分があるんじゃないのかなと。 

 あわせて山あげ会館については商工観光課長が担当でしょうけども、そういう部分が何かご

ちゃごちゃになっていて、それでいつも始まるときには、経済効果がある、ユネスコの無形文

化遺産登録になれば多くの人が来てくれて経済効果がある、ジオパークもそうですよね。それ

から歴史資料館なんかもそうだと。全部そうなので、その辺のところがあれなんですけど、ま

ず、あんまりぐたぐた言ってもしょうがないので、ジオパーク構想推進事業費、この５２万

４,０００円、これはなぜ補正追加になったのか、この辺について聞きたいと思います。 

○議長（渡辺健寿）  糸井文化振興課長。 

○文化振興課長（糸井美智子）  お答えいたします。 

 まず、補正のジオパーク構想推進事業５２万４,０００円の増額でございます。こちらにつ

きましては、まず大きな原因としまして、１０月２５日から３日間にわたり、秋田県のほうで

日本ジオパーク協議会のほうの全国大会がございます。こちらに参加するための旅費、費用負
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担金等々でございます。 

 それにつきまして、当初でも計上してはおりましたが、当初２名で計上しておりましたとこ

ろ、諸般の事情により２名では足りないということで、事務局、それから委員を含め１０名で

参加することにしております。それにつきましての旅費等でございまして、その増額が９万

５,０００円の増額になっております。 

 それから、当初、電車を利用する予定で計上しておりましたが、バスに振りかえることによ

りまして、バスの運転委託料やガソリン代、それから高速の使用料等を含めまして、増額して

おります。 

 それともう一つ大きいのは、消耗品でございまして、ジオパークの推進していく中で、ガイ

ドツアー用のスタッフジャンパー、これと、それからパンフレットの増刷、それからのぼり旗、

この辺をそろえようということで、消耗品で２万９,０００円、印刷費で１３万５,０００円を

載せております。合計しまして５２万４,０００円の補正増額ということでなっております。 

○議長（渡辺健寿）  久保居議員。 

○９番（久保居光一郎）  私は今、経済建設常任委員会に所属しているんですが、先月、群

馬県の下仁田町に行きまして、やはりジオパーク、これは指定を受けているんですよね。

（「行財政改革」の声あり）ああ、ごめんなさい、行財政改革の視察で行ったんですが、下仁

田は廃校になった小学校全体を展示場といいますか、それにして、化石とか、それから石です

ね。あんまり私、石の種類はわかりませんけど、花崗岩とか御影とかというようなあれも案内

をしていただいて随分見たんですが、そこには館長が１名、それから町の職員が２名、臨時職

員が２名、そして１人、ジオパークのボランティアガイドが１名という、たしか五、六名の体

制でやっていると。 

 ですから、私はどのくらい維持費、人件費を含めて、その維持費がかかるのかというのは聞

いてはこなかったんですが、大体推定すれば年にやっぱり、そこの廃校の学校を維持管理する

だけで人件費も含めて３,０００万円ぐらいはかかっているのかなと。まだもちろん、うちよ

りも早く、平成何年だったかな、２２年あたりから始まっているのかな、ずっとやっているん

だけども、まだ世界遺産のあれはとれていないということでした。 

 そういうのも見て、私たちは行って見せていただいたんですが、私たちが見ている間にたし

か一人も……、１人ぐらい来たのかな。誰も来ないですね。その施設を見には。ですから、そ

ういうことを考えると、これは本当にジオパークが最終的に世界遺産を目指すんだとか、そう

いう腹が決まっているのかどうか。ただ何かだらだらやっていたのでは仕方ないので、私はや

っぱりもう一度、今やってくださっているこういうジオパーク関係のボランティアも含めた事

業をやっている団体におろして、そこからもう一度積み上げていったほうがいいんじゃないの
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かなと思うんですが、その辺に関してどう思うのか。 

 それから、文化振興課所管の、先ほど申しましたように、これもやらなくちゃならない、烏

山城のあれもどういうふうに落としどころというか、最終目標はどうなっているんだ、それか

ら資料館も、繰り返しになりますけれども、山あげ会館の今回の改修に合わせて、一緒に資料

館をそこに入れたらどうかなという提案をしているんですけど、どうもそれは受け入れていた

だけないようでありますけれども、その資料館なんかの資料も眠って、七合中学校だけに置い

ておいてもしょうがないでしょう。 

 こういうものも合わせて、どういうふうに課長は考えておられるのか。これは課長の一存で

はいかないと思いますけれども、その辺の課長自身も困惑といいますか、どうしようかなとい

うふうに頭をひねっているところ、あるかと思うんですが、その辺についてお伺いしたい。 

 それから、これは関連で申しわけないんですが、山あげ会館も、先ほど申し上げましたよう

に去年の暮れにユネスコ無形文化遺産登録になって、初めての秋ですよ。観光の秋なんですが、

９月から来年の３月まで休館するわけですよね。それはそれで、私は時期的には本当にまずい

なと思っていますけれども、どれだけのユネスコ無形文化遺産登録になってから入館者がふえ

ているのか、その辺についてもちょっとお聞かせいただければなというふうに思います。 

 まず文化振興課の課長、それから商工観光課の課長、そしてあとこの落としどころと言っち

ゃ失礼ですけども、ジオパーク、それから烏山城の６００年の記念、それから歴史資料館等々

の経済効果とか、それから最終的な構想の行き着く目標、それについて市長も当然、描かれて

やってきたのかなと思いますので、その辺のことは最後に市長にお聞きしたいと思います。 

○議長（渡辺健寿）  糸井文化振興課長。 

○文化振興課長（糸井美智子）  ジオパークについて申し上げます。 

 まず、ジオパークにつきましては、世界遺産ということじゃなくて、この市で進めておりま

すジオパーク構想の目標、今のところの目標は、日本ジオパーク協議会の加盟でございます。

これはいわゆる任意の団体で、これをやったからといって補助金があるとかそういうものでは

今のところございません。 

 ５月２１日に、日本ジオパーク委員会においてこの協議会の加盟への公開プレゼンテーショ

ンということで行ってまいりました結果は、既に皆さん御存じのとおり、認定見送りというこ

とで、これについてのまさに結果通知というのが来ていまして、それを抜粋して申し上げます

と、まず、ジオパークの領域、範囲、地質遺産の科学的価値、それからジオサイトの保全状況

と保全活動、それからジオサイトの情報等その発信体制、運営体制、その活動実績、成果、地

域及び学校における環境教育、それからジオツーリズムに関する企画ガイド体制ジオパークと

関連する経済活動、防災減災活動等々、これ全てにおいてまだ準備が整っていない段階ですと
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いうふうなことを審査結果としていただいております。 

 ただ、ちょっとつけ加えて申し上げますと、すぐれている点というところを書き添えていた

だいていまして、前にも申し上げました学校教育のほうでやっておりましたシモツケコウホネ

で関係の環境整備に対する保全活動、こちらについては継続性に関して重要な動機につながる

ということで、すぐれているということで一部つけ足しをいただいているところです。 

 この辺を踏まえまして、このジオパーク構想につきまして、今後、続けてやっていくという

ことで、市長のほうのお話もございましたが、担当している私どもとしては、「ローマは一日

にして成らず」と言いますが、それにもとても手が届かない、まだまだ先のことかなというふ

うに考えております。 

 今後につきましては、協議会と、それから皆さんと相談して進めていきたいと考えておりま

す。ことしにつきましては、先ほどの全国大会、それから各関東ブロック大会等々ございまし

て、そちらのほうに積極的に参加していくというふうなことで進めております。また、ちまた

の団体等も随分積極的に活動していただいておりますので、その辺の芽を摘むことのないよう

に対応したいと考えております。 

 それから、懸案になっております資料館、順番ちょっとあれですが、資料館につきましては、

資料館の構想というか、でき上がったのが凍結というんですか、その状態になっております。

これは随時、情勢を見ながら検討していかなければならないと思います。議員おっしゃるとお

り、旧七合中学校と、あと旧熊田小学校のほうに、そちらのほう、掘り上げたものがかわいそ

うな状態でというところがあります。その辺も私、ここの担当になって初めて知ったことでご

ざいますが、それも積極的に携わらなければいけないと思っております。 

 烏山城跡につきましては、烏山城の史跡、国指定の史跡を目指すということで調査を進めて

いるところでございまして、今回も補正で若干入っているんですが、調査を進めて、最終的に

は平成３３年を一応目標としております。そこで国史跡の申請ができればなということで、担

当のほうで一生懸命やっているところでございます。こちらにつきましては、国の補助金が充

当できますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 それから、長者ヶ平のほうにつきましては、既に国史跡になっておりますが、史跡になった

以上、保存・活用というのがございますので、積極的に活用していきたいと思っております。

ちなみに、１０月に入りまして、整備した多目的広場で子供さんを対象にしたイベントを考え

ているところでございます。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  石川商工観光課長。 

○商工観光課長（石川 浩）  山あげ会館の入館者数でございますが、昨年の１２月の登録
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以降、月によってばらつきはありますが、おおむね４月、５月ぐらいまで大体２割から３割増

加してございます。ちなみに６月は、ことしの６月は９３２人、去年の６月が５７０人ですの

で、ここら辺は約４割から５割近い数字が伸びてございます。 

 ただ、７月の祭典が、お祭りがあった時期なんですが、７月については本年は１,８９３人、

昨年が２,２２６人なので、天候の関係もあるかもしれませんが、３３０人ほど減ってしまっ

たというような状況でございます。 

 あと、１９日から閉館して３月下旬ごろまで閉館予定です。２階の展示室等については、改

修後につきましては、今現在、文化振興課と話をしながら、何か展示できるものということで

検討はしておりますので、そこら辺は山あげ関係の部分が展示できればいいかなというふうに

思っているところでございます。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  大谷市長。 

○市長（大谷範雄）  ジオパーク並びにそういう地域の活性化関連で御質問ございましたけ

れども、このジオパーク構想でございますけれども、今、那須烏山市は日本ジオパークの正会

員を目指しているわけでございます。ジオパーク構想を立ち上げながら、官民挙げた協議会を

立ち上げまして、それを目指して今いろいろと尽力をしているということでございます。 

 ジオパークということでございますから、那須烏山市ジオパークは、那須烏山市の「大地の

公園」ということが直訳で訳されます。すなわち今、那須烏山市は市内を１４サイトに分けて

おりまして、１４サイトいずれも市内全域にそういった歴史、そういった文化遺産、そういっ

たところも含めてジオパーク構想の一環に掲げています。烏山城もその１つでございます。い

ってみれば、そういった地域の歴史文化遺産、それをさらに磨いていくことがジオパーク構想

の原点だろう、このように思っています。 

 そのようなところから、今後、ジオパーク構想の中で正会員を得るための努力の経過の中で、

ジオ関連商品であるとか、あるいは子供たちの教育の向上であるとか、そういったところを那

須烏山市の売り物にして、そういった正会員を目指しながら地域の活性化に結びつけていくと、

そういったところが基本的なジオパークの理念だろうと、このように思います。 

 なお、資料館等のことにつきましては、山あげ会館は資料館の企画展をやるというようなこ

とで考えておりますので、そういった山あげ会館の活用も大いにこの資料館と連携を組みなが

らやられるものと、このように考えています。 

○９番（久保居光一郎）  結構です。 

○議長（渡辺健寿）  いいですか。ほかにございますか。 

〔「なし」の声あり〕 
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○議長（渡辺健寿）  ほかに質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで

質疑を打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。まず、第１号議案から第６号までの６議案に対する反対討論の発

言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第１４ 議案第１号 平成２９年度那須烏山市一般会計補正予算（第

２号）について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、議案第１号は、原案のとおり可決いた

しました。 

 次に、日程第１５ 議案第２号 平成２９年度那須烏山市国民健康保険特別会計補正予算

（第１号）について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、議案第２号は、原案のとおり可決いた

しました。 

 次に、日程第１６ 議案第３号 平成２９年度那須烏山市介護保険特別会計補正予算（第

２号）について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、議案第３号は、原案のとおり可決いた

しました。 

 次に、日程第１７ 議案第４号 平成２９年度那須烏山市下水道事業特別会計補正予算（第

１号）について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、議案第４号は、原案のとおり可決いた

しました。 

 次に、日程第１８ 議案第５号 平成２９年度那須烏山市簡易水道事業特別会計補正予算
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（第１号）について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、議案第５号は、原案のとおり可決いた

しました。 

 次に、日程第１９ 議案第６号 平成２９年度那須烏山市水道事業会計補正予算（第１号）

について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、議案第６号は、原案のとおり可決いた

しました。 

                                    

     ◎日程第２０ 議案第１４号 平成２８年度那須烏山市水道事業会計未処分利益剰 

                   余金の処分について 

 

○議長（渡辺健寿）  日程第２０ 議案第１４号 平成２８年度那須烏山市水道事業会計未

処分利益剰余金の処分についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第１４号 平成２８年度那須烏山市水

道事業会計未処分利益剰余金の処分について、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、平成２８年度水道事業会計の未処分利益剰余金の処分について、地方公営企業法第

３２条第２項の規定に基づき、議会の議決を求めるものであります。 

 主な内容は、平成２８年度水道事業決算書の当年度純利益は７,２４５万６,３７０円であり

ますが、この約１割相当となる７２０万円を減債積立金に積み立て、未処分利益剰余金の当年

度末残高２億８,８６２万８,１３２円から、減債積立金を差し引いた２億８,１４２万

８,１３２円を次年度へ繰り越すものであります。 

 慎重に御審議をいただきまして、可決、御決定を賜りますようお願い申し上げまして、提案

理由の説明といたします。 

○議長（渡辺健寿）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  ちょっと今、私、聞き漏らしたかもしれませんが、現在の減債積立
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金、これは担当課長さん、行財政報告書の２９７ページを見ますと、５４０万円と、これが現

在高なんでしょうか。 

 それで、それにさらに今回、７２０万円を積み足すと１,２６０万円になるわけなんですが、

これでよろしいんでしょうか。 

○議長（渡辺健寿）  佐藤上下水道課長。 

○上下水道課長（佐藤光明）  はい。中山議員の御指摘のとおりでございます。 

○１５番（中山五男）  了解。 

○議長（渡辺健寿）  よろしいですか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  質疑はほかにないようですので、議長において議事を進行し、これで

質疑を打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第２０ 議案第１４号 平成２８年度那須烏山市水道事業会計未処分

利益剰余金の処分について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、議案第１４号は、原案のとおり可決い

たしました。 

 日程第２１ 認定第１号から、日程第２９ 認定第９号までの平成２８年度那須烏山市一般

会計決算の認定、国民健康保険特別会計決算の認定、熊田診療所特別会計決算の認定、後期高

齢者医療特別会計決算の認定、介護保険特別会計決算の認定、農業集落排水事業特別会計決算

の認定、下水道事業特別会計決算の認定、簡易水道事業特別会計決算の認定、水道事業会計決

算の認定は、いずれも平成２８年度決算の認定に関するものでありますことから、一括して議

題としたいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 
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○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

                                    

     ◎日程第２１ 認定第１号 平成２８年度那須烏山市一般会計決算の認定について 

     ◎日程第２２ 認定第２号 平成２８年度那須烏山市国民健康保険特別会計決算の 

                  認定について 

     ◎日程第２３ 認定第３号 平成２８年度那須烏山市熊田診療所特別会計決算の認 

                  定について 

     ◎日程第２４ 認定第４号 平成２８年度那須烏山市後期高齢者医療特別会計決算 

                  の認定について 

     ◎日程第２５ 認定第５号 平成２８年度那須烏山市介護保険特別会計決算の認定 

                  について 

     ◎日程第２６ 認定第６号 平成２８年度那須烏山市農業集落排水事業特別会計決 

                  算の認定について 

     ◎日程第２７ 認定第７号 平成２８年度那須烏山市下水道事業特別会計決算の認 

                  定について 

     ◎日程第２８ 認定第８号 平成２８年度那須烏山市簡易水道事業特別会計決算の 

                  認定について 

     ◎日程第２９ 認定第９号 平成２８年度那須烏山市水道事業会計決算の認定につ 

                  いて 

 

○議長（渡辺健寿）  よって、認定第１号から認定第９号までの決算の認定については、一

括して議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま一括上程となりました認定第１号から認定第９号までの提案

理由の説明を申し上げます。 

 まず、認定第１号 平成２８年度那須烏山市一般会計決算の認定についてでございます。 

 平成２８年度は、市総合計画「みんなの知恵と協働による“ひかり輝く”まちづくり」実現

のため、後期基本計画の施策実現を目指し、持続可能な財政基盤の確立を図るため、限られた

財源の計画的な活用に努めることを基本としながら、予算の執行に当たってまいりました。一

般会計当初予算１１４億８,４００万円の予算編成を行い、市民の安心安全を柱とした福祉、
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環境、教育など、市民目線、市民の生活優先を基本とした各種事業を展開してまいりました。 

 さて、平成２８年度の決算状況がまとまりましたので、御報告申し上げる次第でございます。 

 歳入では、自主財源の柱であります市税収入については、固定資産税の伸び等によりまして

増額となっているものの、地方交付税につきましては、平成２８年度から普通交付税の合併算

定替の縮減が開始された影響もございまして、前年度を下回る結果となったところでございま

す。歳入においては、今後さらなる自主財源確保のために、税の収納対策等になお一層、努め

てまいります。 

 歳出では、地域防災計画上の指定避難所機能を兼ね備えた武道館整備事業や、ユネスコ無形

文化遺産、烏山の山あげ行事のおもてなし拠点として、山あげ会館施設整備事業、市の玄関口

であるＪＲ烏山駅前広場の整備、さらには南那須中学校施設整備事業を初め、道路整備等にも

取り組んでまいりました。 

 長引く景気の低迷や少子高齢化の進展等、人口減少問題など、これからの本市の財政運営は

ますます厳しくなってまいります。今後は中長期財政計画や公共施設等総合管理計画に基づき

ながら、一層の行財政改革、財政運営の健全化に努めながら、無駄のない確実性のある事業の

推進を行ってまいります。 

 平成２８年度一般会計の決算状況は、次のとおりであります。 

 歳入総額１２６億４,０３６万５,６６７円、歳出総額１２０億３,６６７万６,３２０円、歳

入歳出差引額６億３６８万９,３４７円、翌年度へ繰り越すべき財源３,６９３万５,０００円、

実質収支額５億６,６７５万４,３４７円。決算処分といたしまして、財政調整基金への積立額

１億４,５００万円、庁舎整備基金への積立額１億４,５００万円、平成２８年度の純繰越金

２億７,６７５万４,３４７円であります。予算額に対する執行率は、歳入で９９％でありまし

て、歳出では９４％でございます。 

 歳入歳出の状況につきまして、主たる内容を御説明申し上げます。 

 まず、歳入についてでございます。市税は、３１億４,８５６万７,０００円。対前年比

９,４７３万５,０００円、３.１％の増額となりました。これは、償却資産の伸びによる固定

資産税の増収などが要因でございます。 

 また、ゴルフ場利用税交付金は、対前年比５.８％の増、自動車取得税交付金は３.７％の増

額となっております。 

 一方で、地方消費税交付金につきましては、対前年比６,７５２万６,０００円、１２.５％

の減額となりました。 

 地方交付税につきましては、普通交付税が合併算定替の縮減措置が開始されたことや、基準

財政収入額が伸びたことなどから、対前年比１億８,８６６万２,０００円、４.４％の減額で
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あります。 

 特別交付税は、対前年比３,６５５万２,０００円、６.２％減となり、総額で４６億

６,６６８万８,０００円、対前年比２億２,５２１万４,０００円、４.６％の減額となりまし

た。なお、本市におきましては、合併団体のために、平成２７年度までの１０年間、特例措置

といたしまして、一本算定と合併算定替を比較いたしまして有利な額が交付されておりました。 

 国庫支出金は、地方創生関連といたしまして、平成２７年度から平成２８年度へ繰越明許費

として計上いたしました地方創生加速化交付金や、社会福祉費、児童福祉費関係の国庫負担金

の増により、対前年比３,９０７万９,０００円、３.１％の増額となりました。 

 財産収入は、旧江川小学校の跡地売払収入の増額により、対前年比４,１５０万８,０００円、

１３０.４％の増額となりました。 

 寄附金は、ふるさと応援寄附金の増額により、対前年比１,７８７万２,０００円、

６１５.０％の増額であります。 

 繰入金は、財政調整基金等の取り崩しの増額などにより、対前年比５６２万２,０００円、

１.４％の増額となりました。 

 市債は、合併特例債の発行額を抑制したことなどによりまして、対前年比９,４６０万円、

１２.３％の減額でございます。 

 次に、歳出を申し上げます。１款議会費は、議員共済会負担金の減によりまして、対前年比

１,３３７万円、８.４％の減額であります。 

 ２款総務費は、庁舎整備基金積立金の減などにより、対前年比１億８,１５６万７,０００円、

１２.３％の減額であります。 

 ３款民生費は、年金生活者等支援臨時福祉給付事業の増額によりまして、対前年比１億

３,３８６万７,０００円、３.８％の増額となりました。民生費につきましては、全体の

３０.５％を占めておりまして、総額で３６億６,５８５万３,０００円であります。 

 ４款衛生費は、し尿処理に係る広域行政事務組合の負担金や、浄化槽設置整備費が減額とな

ったことから、対前年比５,４７１万１,０００円、３.８％の減額であります。 

 ６款農林水産業費は、畜産担い手育成総合整備事業や、農村環境改善センター施設整備事業

の減により、対前年比１億７,４５７万円、３０.８％の減額となりました。 

 ７款商工費は、企業誘致事業費や山あげ会館施設整備費の増により、対前年比８,９１７万

６,０００円、２０.６％の増額であります。 

 ８款土木費は、対前年比３,６０６万３,０００円、４.２％の減額でございますが、繰越事

業の２路線、滝愛宕台線、田野倉大金線についても事業実施をいたしました。合併特例債を活

用した道路整備は、繰越分を含め７路線、辺地対策事業債について１路線に取り組んでまいり
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ました。 

 ９款消防費は、広域行政事務組合の負担金の増により、対前年比１,７５２万２,０００円、

３.１％の増額となりました。 

 １０款教育費は、武道館施設整備費の増額により、対前年比２億２,９３７万９,０００円、

１５.０％の増額となりました。 

 １１款災害復旧費は、農地農業用施設災害復旧費の減により、対前年比２,１４２万

９,０００円、８９.４％の減額となりました。 

 １２款公債費は、元利償還金が１４億５,８８５万８,０００円、対前年比１,００８万

９,０００円、０.７％の増額となりました。 

 なお、平成２９年３月３１日現在の市公有財産である土地、建物、山林、出資による権利、

物品の状況、基金残高の状況につきましては、決算書附属資料として添付いたしました財産に

関する調書のとおりでございます。 

 認定第２号 平成２８年度那須烏山市国民健康保険特別会計決算の認定についてであります。 

 本市の国民健康保険の財政運営は、毎年厳しい状況が続いておりまして、平成２７年度末に

は財政調整基金が枯渇する見込みとなったために、平成２８年度に８年ぶりに国保税率の改定

を行わせていただきました。平成２８年度の国保の平均世帯数は、４,７９５世帯、対前年比

６２世帯減であります。平均被保険者数は８,４０４人、対前年３３０人減でございました。 

 国民健康保険特別会計には、事業勘定、診療施設勘定の２つの勘定がございます。まず、事

業勘定から御説明いたします。 

 平成２８年度の事業勘定の決算額は、歳入決算額が４２億７,５３２万２,２９９円、歳出決

算額が４０億１,８３０万６,６９５円でございまして、対前年比では、歳入が２.１％の増、

歳出が０.２％の減となっています。 

 歳入歳出差引残額２億５,７０１万５,６０４円であり、このうち財政調整基金に１億

５,０００万円の積み立てを行いました。平成２８年度は、財政補填分といたしまして、一般

会計から６,６９１万６,０００円、基金から２,０００万円を繰り入れ、対前年度繰越金約

８,１６０万円を計上いたしましたが、実質単年度収支は黒字に転じております。 

 歳入の主なものは、国保税のほか、国・県支出金、前期高齢者交付金及び繰入金等でありま

して、歳出の主なものは、保険給付費が全体の約６０％を占め、続いて共同事業拠出金、後期

高齢者支援金となっております。 

 今後も、平成３０年度の新国保制度への円滑な移行に向け、さらなる国保財政の健全化を図

るとともに、市民の健康増進を目指してまいりたいと考えております。 

 次に、診療施設勘定であります。歳入決算額８,０００万５,２０１円、歳出決算額
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６,１５９万４,５８９円でございまして、歳入歳出差引残額は１,８４１万６１２円となりま

した。うち１,０００万円を国保診療所運営基金に積み立てております。前年度との比較をい

たしまして、歳入歳出とも３.４％の減となっております。 

 七合診療所の患者数は、３.９％ふえておりますが、診療収入は４.９％減少し、境診療所に

つきましては、患者数が１０.２％の減、診療収入も１３.２％減少いたしております。地域住

民の医療の確保と健康増進のために、診療所の果たす役割は大きく、今後も各位の御理解と御

協力を賜りながら、適正な運営に努めてまいりたいと思います。 

 なお、この国民健康保険特別会計決算につきましては、先般の那須烏山市国民健康保険運営

協議会に諮問いたしまして、原案のとおりとの承認を得ております。 

 次に、認定第３号 平成２８年度那須烏山市熊田診療所特別会計決算の認定についてであり

ます。 

 熊田診療所は、僻地診療所といたしまして、地域医療の充実を第一に考え、健全運営に努め

てまいりましたが、特に高齢者の利用が多く、高齢者の身近な医療機関として地域に密着して

いるものと考えています。平成２８年度の決算額、歳入決算額が６,２８０万５,５８１円、歳

出決算額が４,７５１万５,８８８円。歳入歳出差引残額は１,５２８万９,６９３円でありまし

て、うち８００万円を熊田診療所運営基金に積み立てました。前年度に比較いたしまして、患

者数は１.７％、診療収入は４.３％減少していますが、決算剰余金は毎年度増額しておりまし

て、安定した運営が図られております。 

 熊田診療所が地域の身近な医療機関といたしまして、地域住民に果たす役割は大きく、今後

とも経営努力を惜しまずに健全経営できるよう、さらに努めてまいる所存でございます。 

 認定第４号 平成２８年度那須烏山市後期高齢者医療特別会計決算の認定についてでござい

ます。 

 後期高齢者医療制度は、平成２０年度の施行から９年を経過いたしまして、被保険者の理解

も深く、広く定着してきたところでございます。なお、平成２８年度、２年ごとの保険料率の

改定を見送り、平成２９年度までの保険料率を据え置いております。 

 平成２８年度の決算額は、歳入決算額が３億１,９１４万１,７２７円、歳出決算額が３億

１,０３１万４,４８０円でございまして、歳入歳出差引残額が８８２万７,２４７円でありま

す。 

 歳入の主なものは、保険料及び一般会計繰入金でありまして、歳出の主なものは、後期高齢

者医療広域連合納付金でございます。前年度に比較いたしまして、歳入が１.９％、歳出は

１.７％の増となっております。補助金等活用による財源確保にも努めており、繰越金が年々

増加いたしている状況でございます。今後も、栃木県後期高齢者医療広域連合と連携を図りな
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がら、制度の着実な運営と事務の効率化を推進し、医療の適正化と高齢者の健康増進に努めて

まいります。 

 認定第５号は、平成２８年度那須烏山市介護保険特別会計決算の認定についてであります。 

 介護保険は、第６期介護保険事業計画の２年目といたしまして、介護及び支援サービスの給

付、地域支援事業の充実に取り組んでまいりました。平成２９年３月末現在の要介護及び要支

援認定者数は、１,５３０名でありまして、そのうち１,２８７名の８４.１％の方がサービス

を利用しておりまして、在宅サービスの利用者が７８.４％、施設サービス利用者は２１.６％

という状況でございます。 

 決算額につきましては、歳入決算額が２６億２,９１４万５,４２６円、歳出決算額２５億

２,６０２万５,０００円、歳入歳出差引残額１億３１２万４２６円でありました。このうち

５,０００万円を介護保険財政調整基金に積み立てております。また、予算額に対する執行率

は、歳入が１００.４％、歳出が９６.５％であります。 

 歳入の主なものは、保険料、介護給付費の国・県負担金、支払基金交付金、繰入金でありま

す。うち、介護保険料の収入済額は５億３,４９０万９,３３８円、収入未済額が７５４万

２,１３６円。収納率９８.４％であります。 

 国庫支出金、県支出金は、介護給付費及び地域支援事業費に係る負担金、交付金として交付

されたものであります。 

 支払基金交付金は、第２号被保険者の納付保険料が介護給付費交付金及び地域支援事業の介

護予防事業交付金といたしまして交付されたものであります。 

 繰入金は、介護給付費等の市負担分及び職員給与費等を一般会計から繰り入れたものであり

ます。 

 歳出の主なものは、総務費が職員人件費、電算処理業務委託料、介護認定時の主治医意見書

作成委託料、認定審査会運営に伴う諸費用、平成２９年度に策定いたします介護保険事業計画

に伴う調査業務委託であります。 

 保険給付費は、この介護サービス等諸費、介護予防サービス等諸費、高額介護サービス等諸

費、高額医療合算介護サービス等費、低所得者の方を対象といたしました特定入所者介護サー

ビス等費等であります。 

 地域支援事業費は、介護予防・生活支援サービス事業費、包括的支援事業費、一般介護予防

事業費、包括的支援事業・任意事業費等と支出いたしております。 

 諸支出金は、前年度実績による国・県等負担金償還金及び第１号被保険者の死亡及び転出に

伴う介護保険料の還付金であります。 

 当市では、高齢者世帯や独居高齢者が増加しておりまして、在宅での生活が困難になる状況
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にあります。高齢者の生活を支える多様なサービスが必要となってくることを踏まえ、県内で

も他市町に先立ちまして、平成２８年４月より総合事業を開始いたしております。それに伴い、

予防給付の中の訪問・通所サービスについては、介護予防・生活支援サービス事業へ移行し取

り組んでおります。 

 元気高齢者を対象とした一般介護予防事業では、市内各地に設置されたふれあいの里を中心

に、地域で地域の高齢者を支援する体制づくりを進めておりまして、平成２９年３月末現在で

１１カ所設置されておりまして、今後もぜひふやしていきたい、このように考えております。 

 認定第６号ですが、平成２８年度那須烏山市農業集落排水事業特別会計決算の認定について

であります。 

 農業集落排水事業は、農村地域の生活環境の改善及び快適な水環境を保全するために、興野

地区において平成１２年１月に供用を開始し以来、施設の適正な維持管理及び水洗化率の向上

に努めてまいりました。平成２８年度末現在の水洗化率は、８８.５２％であります。 

 平成２８年度の決算額は、歳入決算額が５,９８２万９,７１４円、歳出決算額が

５,４９１万５,０１１円、歳入歳出差引残額が４９１万４,７０３円であります。 

 歳入の主なものは、農業集落排水使用料、一般会計繰入金、市債等であります。 

 歳出の主なものは、建設事業に係る地方債の元利償還金、水処理センター施設の維持管理費

等でございます。 

 認定第７号は、平成２８年度那須烏山市下水道事業特別会計決算の認定についてでございま

す。 

 下水道事業は、生活環境の改善、公衆衛生の向上及び公共水域の水質保全を目的に、南那須

地区では特定環境保全公共下水道が平成１０年３月に、烏山地区では公共下水道が平成１５年

３月に供用を開始いたしました。平成２４年度に事業計画を見直し、烏山地区、南那須地区を

合わせた全体計画を８６.４ヘクタール削減し、２４９.６ヘクタールといたしました。そのう

ち、平成２８年度末で１７９.８ヘクタールの整備が終了し、整備率は７２.０％であります。 

 平成２８年度は、下水管渠の整備と施設の適正な維持管理、水洗化の促進事業等に努めてま

いりました。平成２８年度の決算額は、歳入決算額が３億５,７４３万２,６３７円、歳出決算

額が３億４,２７６万７,７９４円、歳入歳出差引残額１,４６６万４,８４３円であります。 

 歳入の主なものは、下水道使用料、受益者負担金、国庫補助金、一般会計繰入金、市債等で

あります。 

 歳出の主なものは、南那須処理区における水処理センターの耐震補強工事、水処理センター

の維持管理費及び建設事業に係る地方債の元利償還金等であります。建設改良は、烏山処理区

における管渠新設工事、水処理施設等の修繕等であります。 
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 認定第８号 平成２８年度那須烏山市簡易水道事業特別会計決算の認定についてであります。 

 建設改良は、老朽化による漏水対策といたしまして、上境地内の配水管布設替え工事を実施

いたしました。 

 維持管理につきましては、向田簡易水道及び興野簡易水道の自家用発電設備や、向田簡易水

道施設の電気設備等の点検を実施し、また、老朽化した興野簡易水道浄水場の警報装置交換工

事を実施し、設備保全に努め、有収率は前年比３ポイント上がりまして、８１.６％となって

おります。 

 決算額は、歳入決算額が１億１,７５３万７,４９１円、歳出決算額が９,３２９万

２,７１６円、歳入歳出差引残額が２,４２４万４,７７５円でございまして、歳入の主なもの

は、水道使用料、一般会計繰入金、前年度繰越金等でありまして、歳出の主なものは、職員人

件費、簡易水道施設維持管理費、水道整備費、市債元利償還金等でございます。 

 認定第９号は、那須烏山市水道事業会計決算の認定についてでございます。 

 建設改良では、水道水の安定供給を図るため、主要地方道宇都宮那須烏山線道路改良工事に

伴う福岡地内配水管布設工事等を実施いたしております。また、水道施設更新事業は、老朽化

した五郎山配水場の配水池屋根補修工事等を実施いたしました。 

 平成２９年３月末までの営業実績でございますが、給水件数８,６２２件、給水人口２万

２,１２３人、有収水量２２８万２,５２８立方メートル、１日最大配水量９,９２２立方メー

トル、水道料金収納率９８.９％でございます。 

 収益的収支は、消費税抜きで水道事業収益が５億２,７９０万５,２３０円、水道事業費用は

４億５,５４４万８,８６０円であります。この結果、平成２８年度純利益は７,２４５万

６,３７０円となりました。 

 資本的収支は、収入額４,７８３万５,８８３円に対し、支出額が２億８,４３４万

１,０８５円であります。差引不足額２億３,６５０万５,２０２円は、過年度分損益勘定留保

資金で補填いたしました。 

 以上、一括いたしまして、認定第１号から認定第９号まで、平成２８年度の決算につきまし

て説明を申し上げました。何とぞ慎重御審議をいただきまして、御承認いただきますようお願

い申し上げまして、提案理由の説明とさせていただきます。 

○議長（渡辺健寿）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 ここで暫時休憩いたします。 

休憩 午後 ３時２６分 

 

再開 午後 ３時３５分 
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○議長（渡辺健寿）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、決算審査の結果について、代表監査委員の報告を求めます。 

 瀧田晴夫代表監査委員。 

〔代表監査委員 瀧田晴夫 登壇〕 

○代表監査委員（瀧田晴夫）  監査委員の瀧田でございます。 

 初めに、私の不注意で議員各位の資料を差しかえる事態になりましたこと、おわび申し上げ

ます。また、次の水道事業についても一部ミスプリがありましたので、申しわけございません。

このようなことがないよう今後、十分注意いたしますので、御容赦のほどよろしくお願いいた

します。申しわけありませんでした。 

 では、地方自治法の規定に基づき審査に付された一般会計及び特別会計の歳入歳出決算並び

に基金の運用状況について、審査した結果を報告いたします。なお、監査委員は、私と川俣監

査委員でした。 

 お手元の平成２８年度那須烏山市一般会計及び特別会計歳入歳出決算並びに基金運用状況審

査意見書をごらんください。 

 まず、１ページです。第１の審査の期間、これは平成２９年７月１１日から２０日までのう

ち、７月１１、１２、１８、１９、２０日の実質５日、市役所烏山庁舎及び南那須庁舎で実施

いたしました。 

 ２の審査の対象及び３の審査の方法につきましては、記載のとおりでございます。 

 ４の決算の概要についてですが、先ほど市長から詳細な説明がありました。また、資料にお

いても各会計ごとに詳細に記載してありますので、これらについては後ほどごらんいただくと

いたしまして、私からは簡潔に報告したいと思いますので、御了承ください。 

 ２ページをごらんください。各会計の決算状況でございます。一番下に表が載ってございま

すが、一般会計及び特別会計ごとの歳入歳出総額及び差引残額が記載してございます。歳入総

額２０５億４,１５８万５,７４３円、歳出総額１９４億９,１４０万８,４９３円、差引残額

１０億５,０１７万７,２５０円となっております。 

 ３ページをごらんください。一般会計の決算状況です。（１）の決算収支です。歳入総額か

ら歳出総額を差し引いた残額は、６億３６８万９,３４７円、ここから翌年度に繰り越すべき

財源３,６９３万５,０００円を差し引いた実質収支額は、５億６,６７５万４,３４７円となっ

ております。この実質収支額のうち、２億９,０００万円を財政調整基金及び庁舎整備基金に

繰り入れているところであります。 

 （２）の財政運営の状況です。歳入について、歳入に係る表につきましては、次の４ページ、

５ページに掲載してございます。収入総額は１２６億４,０３６万５,６６７円で、調定額に対
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する収納率は９４.４％、収入未済額は７億１,７１４万７,２７４円、不納欠損額は

３,６１８万５,３６３円。 

 歳入の主なものは、地方交付税及び市税でございます。市税につきましては、調定額に対す

る収納率は８４.５％であり、また、不納欠損額が３,２３６万３,９７４円となっております。 

 国庫支出金の収入未済額につきましては、地方創生拠点整備交付金など平成２９年度に繰り

越すべき事業に充てられる財源でございます。 

 ６ページをごらんください。歳出に係る表につきましては、６ページ、７ページに記載して

ございます。支出総額１２０億３,６６７万６,３２０円で、予算現額に対する執行率は

９４.４％、歳出の主なものは、民生費、教育費、衛生費、そのほか起債の元利償還分の公債

費となっております。 

 ７ページをごらんください。地方債の状況でございます。平成２８年度の地方債の発行額は、

６億７,１４０万円で、年度末の現在高は１３２億１,９６７万１,０００円です。 

 ８ページをごらんください。３の特別会計の決算状況でございます。 

 まず、（１）の国民健康保険特別会計でございます。歳入に係る表につきましては、８ペー

ジ、９ページに記載してございます。事業勘定の実質収支は、２億５,７０１万５,６０４円で、

そのうち１億５,０００万円を国民健康保険財政調整基金に繰り入れております。収入済額

４２億７,５３２万２,２９９円で、調定額に対する収納率は９５.５％。収入未済額は１億

８,６９５万２,９７２円、不納欠損額は１,４３９万７,７１５円。 

 歳入の主なものは、国庫支出金、共同事業交付金、国民健康保険税、前期高齢者交付金です。 

 ９ページをごらんください。歳出に係る表は、９ページと１０ページに記載してございます。

支出済額は４０億１,８３０万６,６９５円で、予算現額に対する執行率は９５.３％。 

 歳出の主なものは、保険給付費、共同事業拠出金です。 

 １１ページ、お願いいたします。診療施設勘定の実質収支、これは１,８４１万６１２円で、

そのうち１,０００万円を国民健康保険診療所運営基金に繰り入れております。 

 収入済額は８,０００万５,２０１円で、調定額に対する収納率は１００％。歳入の主なもの

は、診療収入でございます。 

 １２ページ、お願いいたします。支出済額は６,１５９万４,５８９円で、予算現額に対する

執行率は８５.４％。歳出の主なものは、総務費、医療費となっています。 

 地方債の状況については、記載のとおりでございます。 

 １３ページ、お願いいたします。熊田診療所特別会計でございます。歳入に係る表につきま

しては１３ページ、歳出につきましては１４ページに記載してございます。 

 実質収支は、１,５２８万９,６９３円で、そのうち８００万円を熊田診療所運営基金に繰り
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入れています。収入済額は６,２８０万５,５８１円で、調定額に対する収納率は１００％。 

 歳入の主なものは、診療所診療収入、繰入金でございます。 

 １４ページ、お願いいたします。支出済額は４,７５１万５,８８８円で、予算現額に対する

執行率は９２.５％。歳出の主なものは、総務費、医業費となっております。 

 １５ページ、お願いいたします。後期高齢者医療特別会計でございます。歳入に係る表は

１５ページ、歳出に係る表は次の１６ページに記載してございます。 

 実質収支は、８８２万７,２４７円です。収入済額は３億１,９１４万１,７２７円で、調定

額に対する収納率は９９.８％です。 

 歳入の主なものは、保険料、繰入金となっております。 

 続きまして、１６ページ、お願いいたします。支出済額は３億１,０３１万４,４８０円で、

予算現額に対する執行率は９８.４％。歳出の主なものは、広域連合納付金となっております。 

 １７ページ、お願いいたします。（４）の介護保険特別会計でございます。歳入に係る表に

つきましては１７ページ、歳出は次のページの１８、１９ページに記載してございます。 

 実質収支は、１億３１２万４２６円で、うち５,０００万円を介護保険財政調整基金に繰り

入れております。 

 収入未済額は７５４万２,１３６円。不納欠損額１２４万７,１００円。収入済額は２６億

２,９１４万５,４２６円で、調定額に対する収納率は９９.７％。 

 歳入の主なものは、支払基金交付金、国庫支出金、保険料でございます。 

 続きまして、１８ページ、お願いいたします。歳出についてでございます。支出済額２５億

２,６０２万５,０００円で、予算現額に対する執行率は９６.５％です。歳出の主なものは、

保険給付費です。 

 ２０ページ、お願いいたします。（５）の農業集落排水事業特別会計でございます。歳入に

係る表は２０ページ、歳出については２１ページに記載しております。 

 実質収支は４９１万４,７０３円です。 

 収入済額は、５,９８２万９,７１４円で、調定額に対する収納率９９.８％となっておりま

す。歳入の主なものは、繰入金、使用料及び手数料でございます。 

 ２１ページ、お願いします。支出済額は５,４９１万５,０１１円で、予算現額に対する執行

率は９２.８％。歳出の主なものは、公債費、総務費です。地方債の状況については、記載の

とおりでございます。 

 続きまして、２２ページをお願いいたします。（６）の下水道事業特別会計でございます。

歳入に係る表は２２から２３ページ、歳出に係る表は２３ページに記載してございます。 

 実質収支は１,４６６万４,８４３円で、収入未済額１９９万７５円。不納欠損額が２７万



平成29年第３回９月定例会 第１日 

－82－ 

６,１５６円。収入済額は３億５,７４３万２,６３７円で、調定額に対する収納率は９９.４％。

歳入の主なものは、繰入金、地方債、使用料及び手数料となっております。 

 ２３ページをごらんください。支出済額は３億４,２７６万７,７９４円で、予算現額に対す

る執行率は９６.６％。歳出の主なものは、公債費、事業費、総務費となっております。地方

債の発行額は６,８９０万円で、年度末残額は２５億８,１２２万４,０００円で、前年度と比

較して７,３２０万７,０００円の減額となっております。 

 続きまして、２４ページ、お願いいたします。（７）の簡易水道事業特別会計でございます。

歳入に係る表は２４ページ、歳出は２５ページに記載してございます。 

 実質収支は２,４２４万４,７７５円です。収入未済額は５６万６,９０９円。不納欠損額は

１５万４,５９０円。収入済額は１億１,７５３万７,４９１円で、調定額に対する収納率

９９.４％です。歳入の主なものは、事業収入、繰入金、繰越金となっております。 

 ２５ページ、お願いいたします。支出済額は９,３２９万２,７１６円で、予算現額に対する

執行率９２.３％です。歳出の主なものは、公債費、総務費となっております。地方債の年度

末残高は、１億９,０９９万５,０００円で、前年度と比較いたしまして４,３２８万

４,０００円の減額となっております。 

 続きまして、２６ページ、お願いします。５の財産の管理状況でございます。公有財産、土

地及び建物、山林の表は２６ページに記載してございます。 

 公有財産につきましては、国から新地方公会計制度に基づく固定資産台帳整備が求められま

した。これに合わせて、区分の見直し及び地籍面積の精査を行ったため、前年度末現在高に変

更が生じております。まだ年度中は企業誘致への対応として、旧江川小学校の土地及び建物の

売却、長者ヶ平官衙遺跡用地及び辺地道路用地の取得により増減が生じております。 

 ２７ページ、お願いいたします。一般会計及び特別会計の基金の運用状況及び管理状況でご

ざいます。基金の表は２７ページに書いてございます。 

 一般会計及び特別会計の基金の運用及び管理状況についてなんですが、自家用有償バス事業

基金につきましては、烏山高部線の車両購入の財源として全額充当いたしました。このため、

基金を廃止しました。 

 基金の運用につきましては、足利銀行を初め５つの金融機関に分散し、定期預金を主体とし

て運用しております。なお、奨学基金及び地方振興基金の一部については国債で、財政調整基

金の一部については地方債で運用しております。 

 ２８ページ、お願いいたします。審査結果及び意見についてでございます。まだ５カ月過ぎ

た程度で、ちょっと言うのもどうかと思いますが、一応内容について意見を述べさせていただ

きます。 
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 市長から審査に付された一般会計、特別会計の歳入歳出決算について審査した範囲の結果は、

適正かつ正確であり、予算の執行状況、事務処理についておおむね適正に執行されたと認めま

す。基金の運用状況についても、設置目的に沿って適正かつ効率的に運用されていると思いま

す。 

 一般会計についてです。歳入に係る財源の構成比率を見ますと、自主財源が３５.６％、依

存財源が６４.４％であり、昨年より改善されたと見ることもできますが、依然、厳しい状況

にあります。 

 収入未済額は国・県支出金を除き５億４,９８６万円余、不納欠損額は３,６１８万円余とな

っております。収入未済から不納欠損処分に至るまで、徴収可能時期を念頭に置いた訪問等の

ほか、差し押さえ処分など法的措置、負担能力の調査など大変、御苦労されていると思います。 

 このような御努力にもかかわらず、市税収納率につきましては栃木県の平均収納率が

９３.８％に対し、本市は８４.５％となっております。この数値は滞納繰越分を含めたもので

ありますので、場合によっては約１５％の市民が納税していないというふうに誤解される可能

性があるのではないかと思いました。 

 収納率の実態は、当該年度分が約９７％。ほぼ収納しております。ただ、滞納繰越分につい

ては１０％を切るような状況であります。つまり滞納繰越分が全体を押し下げているというこ

とだと思います。特に市税の９割を占める固定資産税につきましては、数名の大口滞納者が滞

納額の７割超という状況にあるようです。 

 なお、平成１７年度からの徴収率を見ますと、最低は平成２４年度の６６.３％。このとき

の固定資産税の収納率は４９.６％というようなことでした。それぞれの御努力と、あとは栃

木県地方税滞納整理推進機構、こういうものが設立されて、この効果もあったのかと思います

が、当時と比べるとかなり収納率はアップしていると思います。このようなことにつきまして、

丁寧な説明と、必要に応じて、ちょっと不公平感はあろうかと思いますが、徴収不可能な分に

ついては不納欠損処分を検討してもよいのではないかと思います。 

 歳出については、経常経費の削減などに努めておられまして、新規事業の取り組みなどによ

り、前年度と比較すると増額となっております。 

 基金及び歳計現金等の公金につきましては、リスクを考慮した適切な対応がされているので

はないかと思います。また、定期預金についても複数の金融機関による見積もり合わせなど、

努力されていると思います。ただ、超低金利時代である現在では、高い運用益を得ることは困

難と思いますが、引き続き安全性を確保し、効率的な資金運用をお願いしたいと思います。 

 特別会計についてでございます。収入未済額は１億９,７７０万円余、不納欠損額は

１,６０８万円余となっております。また、一般会計からの赤字補填的な繰入金に依存した運



平成29年第３回９月定例会 第１日 

－84－ 

営の会計も見受けられます。一般会計と同様、市民の不公平感を払拭するための収納と、特別

会計の独立採算性の原則に基づいた経営に向けて、引き続き努力してください。 

 今後の財政状況についてでございます。先ほど報告２号で報告がありました。特に平成

２８年度の決算に係る健全化判断比率及び資金比率については問題ないと思います。ただ、先

ほど平塚議員から質問がありましたように、じゃあ、県内でどの辺の位置なのかというような

お話でしたが、どちらかというとやはり下のほうの順番にあるかなと思います。ですから、今

までこれで現在は特に問題はないにしても、どうかなというような気がいたします。 

 また、本市が誕生してから１０年余りが経過し、普通交付税について、合併による特例措置

の算定替による縮減が始まっております。今後、人口減少、高齢化が進展することを考えると、

歳入の基本である市税の増加は考えにくいものがございます。 

 一方、建物系やインフラ系、公共施設の老朽化・耐震化のため、長期にわたる多大な財政負

担、さらに少子高齢化や人口減少に対応した社会保障施策に係る負担も年々増加傾向にありま

す。財政力指数は、県内２５市町中、下から３番目の本市においては、今後さらに効果的・効

率的な財政運営が必要かと思います。 

 市民協働の支援体制の構築についてでございます。市内を歩いてみますと、民間企業や個人

が自発的に道路の清掃活動を行っている姿を見かけます。また、一部組織機関においては定数

の削減や選挙に係る投票所の統廃合など、現状の見直しが進められております。 

 一方で、補助金の交付終了とともに業務活動が終了するというような状況も一部に見受けら

れます。厳しさを増す財政状況のもとでは、市民の自発的活動の促進や、これまで以上に効果

的な市民との協働の仕組みづくりが必要ではないでしょうか。 

 続きまして、公営企業会計への移行についてでございます。これは本市においては公営企業

会計へ移行するというような意向のようですが、これは人口３万以上の団体については、平成

３１年度までに下水道事業及び簡易水道事業について、公営企業会計への移行が義務づけられ

ているかと思います。本市は人口３万未満の団体であるので、移行は任意とされておりますが、

費用対効果を含め十分検討の上、計画的に対応していただきたいと思います。 

 最後に、計画的な人材の育成・確保についてでございます。適正な業務執行の観点から、有

資格者が必要とされている部門はもとより、公営企業会計など専門的知識が求められる部門に

おける人材の育成・確保が必要ではないでしょうか。今後さらなる地方分権の推進や有資格者

の退職も見据え、計画的な対応をお願いするものであります。 

 一般会計、特別会計についての意見は以上でございます。 

 続きまして、水道事業会計でございます。お手元の平成２８年度那須烏山市水道事業決算審

査意見書をごらんください。 
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 これも私の不注意で記載ミスが生じたこと、おわび申し上げたいと思います。訂正をお願い

いたします。３ページのア、この表でございます。一番下のところに「収入率」というふうな

記載がございます。これにつきましては、これを「収納率」に訂正をお願いいたします。それ

と、次の４ページでございます。アの資本的収入のこの表の、やはり一番下の「収入率」を

「収納率」に訂正、お願いします。 

 これはさきに報告いたしました一般会計及び特別会計歳入歳出決算並びに基金運用状況審査

意見書で「収入率」と「収納率」というのは前、混在しておりました。それで、いろいろ調べ

たところ、明確な定義はないんですが、収納率に統一したものを水道事業決算審査意見書のほ

うでも取り入れたわけでございますが、これにつき訂正漏れがありました。申しわけございま

せんでした。 

 では、意見書について説明いたします。１ページをごらんください。 

 審査は、平成２９年７月３日に行いました。 

 ２の審査の対象及び３の審査の方法は、記載のとおりでございます。 

 第４の事業の概要ですが、支出は従来どおり取水場８カ所、浄水場７カ所、配水場１１カ所

を稼働して事業を行っております。 

 水道料金の現年分の収納率は９８.９％であり、５年ぶりに増加いたしました。これは先ほ

どの市税と違いまして、全１４市で見ますとかなり上位と。たしか２位というふうに思います。 

 ２ページをごらんください。事業実績については、表に記載のとおりでございます。給水人

口２万２,１２３人。前年度と比較いたしまして３４２人の減であります。総人口普及率は、

昨年同様８０.６％。簡易水道の区域を除く給水人口普及率は９６.７％で、ほとんどの市民が

公営水道の供給を受けている状況であります。 

 有収率は６７.８％で、類似団体の平成２７年度の状況なんですが、８１.０％を下回ってお

ります。前年度と比較して減少しておりますが、幹線道路や住宅団地のような大口漏水事故が

原因と考えております。職員１人当たりの給水人口は４,４２５人で、前年度と比較して

６８人の減でありますが、類似団体の３,０５２人を上回り、少ない職員で対応していると言

えると思います。 

 ３ページをお願いします。予算の執行状況でございます。 

 収益的収入及び支出です。収益的収入は、予算額に対し９９.７％の収納率。前年度と比較

して約１,１６０万円の減収。減収の主な理由は、給水人口の減少及び大口利用者の利用停止

だと思います。 

 収益的支出は、予算額に対し９４.０％の執行率。前年度と比較いたしまして約２,７５０万

円の減少。主な要因は、減価償却費及び支払利息の減少というふうに考えております。 



平成29年第３回９月定例会 第１日 

－86－ 

 ４ページをごらんください。資本的収入及び支出です。資本的収入は、予算額に対し

１０２.４％の収納率。前年度と比較して約３００万円の減収。減収の主な要因は、簡易水道

分の企業債の元利償還に係る一般会計からの繰入金の減少と考えています。 

 資本的支出は、予算額に対し９８.６％の執行率。前年度と比較いたしまして約５,７００万

円減少。主な要因は、企業債の償還が平常ベースになったことと、建設改良事業の減少だと思

います。 

 ５ページをごらんください。資本的収支状況です。 

 資本的収入が資本的支出に不足した額につきまして、過年度分損益勘定留保資金で補填した

結果、内部留保資金残高は１０億４,７００万円余となりました。詳細は表をごらんください。 

 ６ページをごらんください。経営状況でございます。当年度の純利益は７,２４５万

６,３７０円で、水道事業に係る収益５億２,７９０万５,２３０円から、費用４億５,５４４万

８,８６０円を差し引いたものです。当期純利益につきましては、先ほどこの議会において第

１４号議案として議決されましたので、約１割に当たる７２０万円を減債基金として積み立て

ることになります。 

 （１）の収益内容です。営業収益は４億８,４３３万６,７２８円で、そのうち９８.３％が

給水収益となっております。営業外収益は４,３２７万５,１６９円で、そのうち８３.７％が

長期前受金戻入です。特別利益は、賞与引当金及び貸倒引当金の戻入益です。適正な科目に変

更したものです。詳細は表をごらんください。 

 ７ページをごらんください。（２）の費用内容です。営業費用は、３億９,０１４万

５,８５２円で、そのうち６３.５％が減価償却費。営業外費用は６,５３０万３,００８円で、

ほとんどが支払い利息及び企業債取扱諸費となっております。特別損失はございません。詳細

は表をごらんください。 

 続きまして、８ページをごらんください。営業費率です。業務活動に伴う営業・営業外、全

体という区分ごとの指標でございます。全て１００％以上であるので、問題はないかなと思い

ます。 

 なお、類似団体と同時期で比較しても見劣りするものではなく、むしろ本業である営業収支

で類似団体を上回っていることは言えるかなと思っております。また、毎年、指標が上昇して

いることは、業績の向上と見ることができると思います。詳細は表及び記述をごらんください。 

 ９ページをごらんください。財政状況です。資産は５７億２７２万４,２０５円で、前年度

と比較して減少。負債は３３億８,６７１万５７９円で、前年度と比較して減少。資本は

２３億１,６０１万３,６２６円で、前年度と比較して増加しております。 

 （１）の資産です。詳細につきましては、１０ページに表を記載してあるので、こちらをご
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らんください。固定資産は４６億２,９０４万７,０５４円で、主なものは構築物、約これが

８割、８４％と、あと機械装置７.３、建物５.９％となっております。 

 前年度と比較して２億２,３１２万３,８０７円減少しております。主な要因は、減価償却に

よるものだと思います。 

 なお、来年度以降、損益計算に影響を及ぼさないようにするため、平成２８年度中の振り替

え漏れの２０９万円について、２９年度に建設仮勘定から構築物に振りかえました。 

 流動資産は１０億７,３６７万７,１５１円。主なものは現金預金でございます。 

 １１ページをごらんください。（２）の負債でございます。詳細は１２ページの表に記載し

てございます。 

 固定負債は２４億６,７２５万９,４３６円で、１年を超えて償還期が到来する企業債でござ

います。前年度と比較いたしまして２億５,３１２万９,０３８円減少しております。新たな借

り入れがなかったため、償還分だけ減少するということでございます。 

 流動負債は２億６,８３７万９,３２４円。ほとんど１年以内に償還期が到来する企業債でご

ざいます。 

 繰延収益は６億５,１０７万１,８１９円。長期前受金でございます。これは固定資産の取得

または改良に伴い、交付された補助金等である長期前受金から既に収益とされた減価償却費見

合いの分を除いた分が計上されております。 

 （３）の資本です。資本金は２０億２,１８１万３,８９４円。前年度と比較いたしまして

３,９１９万９,１８４円増加しております。要因は、簡易水道分の企業債の元利償還に係る一

般会計からの繰り入れ、剰余金は２億９,４１９万９,７３２円。前年度と比較いたしまして

７,２４５万６,３７０円の増。要因は、当年度の純利益でございます。 

 １３ページ、お願いします。水道料金の未納状況です。水道料金の未納は、この表に書いて

ありますとおり５４５件、８６７万６,８６７円。未納者に対しましては、市水道事業給水停

止処分取扱規程に基づき整理を進めました。１８７件の給水停止通知を送付し、２２件が執行

に至りまして、年度末で１４件が継続中でございます。平成１６年度から２５年度までの

２８件、約５８万円について不納欠損処分をしたところでございます。詳細は表をごらんくだ

さい。 

 １４ページの（５）の財務比率です。水道事業の場合、施設の建設費の大部分を企業債で調

達するという特殊性があるため、指標の範囲外、指標から外れたとしても即不健全ということ

ではないと思います。なお、指標は望ましい方向にシフトしているのかなと思います。 

 まず、自己資本構成比率。これは総資本に占める自己資本の割合を示す指標であり、高いほ

ど経営が安定すると言われております。固定資産対長期資本比率は、固定資産がどの程度、長
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期資本で調達されているかを示す指標であり、低いほど望ましいとされております。 

 固定比率は、自己資本がどの程度、固定資産に投下されているかを示す指標で、１００％以

下が望ましいとされております。水道事業の場合、固定比率が１００％を超えていても、固定

資産対長期資本比率が１００％を下回っていれば、長期的な枠内の投資が行われているという

ことで、必ずしも不健全ではないというようなことが記載された書物がありました。 

 １５ページ、ごらんください。流動比率でございます。流動比率は、流動負債に対する流動

資産の割合で、短期債務に対する支払い能力を示す指標でございます。企業会計なんかだと一

般に２００％が望ましいというふうな話をされております。これは全国的に見ると企業の平均

だと約１５０％が平均というふうなことが何かに書いてあったような気がいたします。 

 続きまして、１６ページ、ごらんください。資金状況です。キャッシュフロー計算書は、

１事業年度における資金収支の状況を業務活動、投資活動及び財務活動に区分して表示したも

のです。キャッシュフロー計算書により、１事業年度における現金――現金等価物も含みます

――の流れを知ることができます。業務活動がプラス、投資活動がマイナス、財務活動がマイ

ナスであり、比較的良好な経営状況と言われるパターンだと思います。 

 業務活動によるキャッシュフローは、通常の業務活動の実施による資金の流れを表示します。

１７ページに表が載っていますので、こちらもあわせてごらんください。 

 当年度純利益７,２４５万６,３７０円に、現金支出を伴わない減価償却費などを加算し、長

期前受金の戻入額などを減算し、最終的に網かけの部分になりますが、２億８,８７４万

８,３３１円となりました。 

 投資活動によるキャッシュフローは、通常の業務活動の基礎となる固定資産の取得及び売却

による資金の流れを表示します。上水道整備のため、２,５５０万１３０円を減算し、水道加

入金などを加算し、最終的に網かけのところになりますが、マイナス１,９３１万７,９６３円

となりました。 

 財務活動によるキャッシュフローは、増資や減資による収支や、資金調達、返済に関する資

金の流れを表示します。企業債償還のために２億５,６８１万２,８７６円を減算し、他会計か

らの出資を加算し、最終的にマイナス２億１,７６１万３,６９２円となりました。 

 業務活動によるキャッシュフローから、財務活動によるキャッシュフローまでを加減した結

果、資金加算額、下から３行目になりますが、５,１８１万６,６７６円が算出され、これに資

金期首残高を加算した資金期末残高１０億６,３３７万７,５２５円、これが最終的に出てくる

わけなんですが、この数字につきましては、この資料の１０ページの流動資産の現金預金、こ

の額と一致するはずです。 

 １８ページ、ごらんください。審査結果及び意見です。審査に付された計算書類は、適正に



平成29年第３回９月定例会 第１日 

－89－ 

作成されており、また、実施した審査の範囲において計数は正確で、会計事務はおおむね適正

に処理されていたと認めます。経営状況及び財政状況につきましては、確認した指標が望まし

い方向にシフトしており、問題は見受けられませんでした。引き続き健全で安定した経営をお

願いいたします。 

 水道料金の収納につきましては、県内で高位を維持しており、さらに５年ぶりの増加があり

ました。収納に係る御苦労は多々あろうかと思いますが、引き続きよろしくお願いいたします。 

 今後、人口減少に連動し、収入減が予想される一方、有収率の向上の観点からも、老朽管更

新事業は喫緊の課題と思われます。水道料金の設定なども含め、実現可能な計画を作成し、目

標年次の事業着手に遺漏のないようお願いしたいと思います。 

 水道事業の安定的な経営には、豊富な経験、知識や技能を有するスタッフが必要不可欠と思

います。ベテラン職員の技術や知識の継承が懸念されているところ、若手職員を有資格者とし

て育成したことは評価したいと思います。 

 なお、処理漏れが発生したことは遺憾でありますが、これに気づき適正に対応したことは、

日ごろの研さんの賜物であり、評価に値するものと思います。さらなる経営の効率化に資する

ため、このような職員の複数配置の検討をお願いし、私の全ての決算審査報告の結果の報告を

終了いたしたいと思います。 

 不注意による記載ミスや、ふなれなためお聞き苦しい点があったかと思いますが、ありがと

うございました。 

○議長（渡辺健寿）  以上で、提案理由の説明及び監査委員による決算審査結果の報告が終

わりました。 

 お諮りいたします。質疑については、議会運営委員会の決定に基づく日程のとおり、９月

８日に行いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 よって、平成２８年度決算の質疑については、９月８日に行うことといたします。 

                                    

     ◎日程第３０ 付託第１号 請願書等の付託について 

 

○議長（渡辺健寿）  日程第３０ 付託第１号 請願書等の付託についてを議題といたしま

す。 

 この定例会において受理した請願書等は、付託第１号のとおりであります。この請願書等に

ついては、所管の常任委員会に付託したいと思いますが、御異議ございませんか。 
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〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 よって、付託第１号のとおり、陳情書第３号 農業者戸別所得補償制度の復活を求める陳情

については、所管の経済建設常任委員会に付託いたします。 

                                    

     ◎日程第３１ 意見書案第１号 道路整備に係る補助率等の嵩上げ措置の継続を求 

                    める意見書の提出について 

 

○議長（渡辺健寿）  日程第３１ 意見書案第１号 道路整備に係る補助率等の嵩上げ措置

の継続を求める意見書の提出についてを議題といたします。 

 提出者の趣旨説明を求めます。 

 １８番平塚英教議員。 

〔１８番 平塚英教 登壇〕 

○１８番（平塚英教）  それでは、意見書案第１号 道路整備に係る補助率等の嵩上げ措置

の継続を求める意見書の提出について、趣旨を説明いたします。 

 現在、道路事業におきましては、道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律の

規定によりまして、交付金事業の補助率等が５０％から５５％にかさ上げされておりまして、

地方負担の軽減がなされている状況にあります。しかしながら、このかさ上げ措置は、平成

２９年度までの時限措置となっておりまして、このかさ上げ措置が継続されなかった場合には、

地方負担が増加して、道路整備の停滞を招きかねません。 

 したがいまして、道路整備事業に係る国の財政上の特別の措置に関する法律の補助率等のか

さ上げ措置について、来年度以降も継続を図るように国に求めるために、意見書の提出を行う

ものであります。 

 何とぞ慎重審議の上、御可決、御決定いただきますようにお願い申し上げまして、趣旨説明

を終わります。 

○議長（渡辺健寿）  以上で趣旨説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 
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 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第３１ 意見書案第１号 道路整備に係る補助率等の嵩上げ措置の継

続を求める意見書の提出について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、意見書案第１号は、原案のとおり可決

し、内閣総理大臣及び関係大臣、衆参両院議長宛てに提出することに決定いたしました。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（渡辺健寿）  以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 次の本会議は明日午前１０時に開きます。 

 本日はこれで散会いたします。御苦労さまでした。 

［午後 ４時２８分散会］ 
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